電話をかける 


親機で電話をかける 


親機で電話をかけるときの操作です。 





d 巧手の方と 
お話しずる 



0312345678 

含 



d 「ツー」という音び聞 
こえたら 

ダイヤルずる 

•まちびい電話を防ぐために「ツー」という音を 
確かめたあと、正しくダイヤルしてください。 
•押したボタンの番号をスピーカーの音声で 
お知らせすることびでさます。（読上げボイ 
スダイヤル機能 D ^90 ページ） 

風③。風(〇ク’ 

の感愈 t 
嘴。攫。® 

■ 違中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 電話をかけ6れないとまは133ぺージ） 

■ 通話中や保留中に巧然ファクス受信に切り替わ 
るとをは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるときは、おまかせ受信 ] 日3ペー 
ジ）を「ナシ」にします。 

■ 通話中にファクスを受信するとをは 

親機で通話中のとさは溝、テ機で通話中のと 
さは0を押します。 

■ 読上げボイスダイヤル機能の音量を変えるとまは 

「親機のスピーカー音量を変える」の操作をして 
ください。 （ D ^32 ページ） 

(読上げボイスダイヤル機能の音量は、親機のス 
ピーカー音量と連動しています。スピーカー音量 
を変えずに読上げボイスダイヤル機能の音量だ 
けを変えることはでさません。） 

■ 読上げボイスダイヤル機能を設定/解除するとを 
は（原90ぺージ） 


►デイスプレイにおよその通話時間を表示します。 


日：3日 


4 通話び終わったら 

受話器を戻す 



■ 受話器を取6ずに電話をかけるとまは 

をフック 1 を押してからダイヤルします。 
スピーカーから相手の声び聞こえますので、天気 
予報や時報を聞くとさに便利です。ただし、相手 
の方との通話はでさません。通話するとさは受話 
器を取ってお話しください。 


巧^お知 S せ 

• 表示される通話時間は日9分己9秒までです。 

この時間を超えると日秒から新しくカウントさ 
れます。 

•電話をかけた相手のちびナンバー-ディスプレ 
イ対応の電話機やファクシミ U で、ナンバー • 
ディスプレイなどのサービスをご利用のとさ 
は、ご自分の電話番号び相手のちに通知（表示) 
されます。通知する/しないは、現在お選びの 
番号通知方法によって異なります。 

• 読上げボイスダイヤルの発声中に次のダイヤル 
ボタンを押すと、発声中の声を止め、次に押さ 
れた番号を発声します。このため、早くボタン 
を押すと音声び途切れます。音声を確認してか 
ら次のボタンを押すことをおすすめします。 
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電話をかける 


モ機で電話をかける 


テ機で電話をかけるときの操作です。 





充電器から取って 

邀を巧ず 


•通話ボタンび点打します。 


S 「ツー」という音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 


•まちびい電話を防ぐために、ダイヤルする 
ときは、「ツー」音を確かめたあと、正し 
くダイヤルしてください。 



4通話び終わったら 

巧電器に戻ず 


•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 

•通話時間の表示は、約己秒後に消えます。 



■ 達中でやめるとまは 

/ S ) を押します。 

■ r ピーピ ー J とい5音が聞こえるとまは 
岐142ぺージ） 

■ モ機を取6ずに電話をかけるとまは 

オンフック 

@を押してからダイヤルします。 

@1)/、、。 

スピーカーから相手の声び聞こえますので、天気 
予報や時報を聞くとさに便利です。ただし、相手 
の方との通話はでさません。通話するとさはテ機 
を取ってお話しください。 


巧^お知 S せ 

• ご使用環境によってはテ機から電話びかからな 
いことびあります。少し場所を移動してみてく 
ださい。 

•親機でコピー中、プ U ント中のときは、テ機で 
電話をかけることはでさません。 

•テ機で電話をかけるときは、読上げボイスダイ 
ヤル機能は働きません。 


化*% 


電話帳留守番 


邮がか 
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電話を受ける 


[ 巧機で電話をまける 

親機で電話を受けるときの操作です。 





•ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
よ9 〇 


日：3日 

チヤクシンツウワ 

含 


■ 呼出音の大まさを変えるとまは 

(親機の呼出音量を変える c ^30 ぺージ） 

■ 通話中や巧手の方が保留中に巧然ファクス受信 
に切り替わるとをは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「ナシ」に 
します。 （ C を]日3ぺージ） 

■ 通話中にファクスを受信するとをは 
岐37ぺージ） 


巧^お知 S せ 

•ナンバー•ディスプレイを契約すると、電話び 
かかってさたとさ、相手の方の電話番号などび 
ディスプレイに表示されます。（豚]日8ぺージ) 
•表示される通話時間は日9分日9秒までです。こ 
の時間を超えると日秒から新しくカウントされ 
ます。 


蘇 


電話帳留守番 Big が細 g か 
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電話を受ける 


モ機で電話を受ける 


テ機で電話を受けるときの操作です。 

電話びかかってくると、最初に親機の呼出音び鳴って、少し遅れてテ機の呼出音び鳴ります。 



呼出音び鳴ったら 

巧電器か S 取る 


•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を 「 OFF 」 にしているとさは通 
話ボタンを押します。 

•通話ボタンび点打します。 


3 



通話び終わったら 

巧電器に戻す 



•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 

•通話時間の表示は、約己秒後に消えます。 


■ 採出音が鳴っているとをに音を r 切 J にするとをは 

呼出音び鳴っているとさに^を押すと、音び 
「切」になります。（親機は鳴り続けます。） 

次に電話びかかってきたときは、もとの設定して 
いる呼出音び鳴ります。 

■ 呼出音の大まさを変えるとまは 

(モ機の呼出音量を変える c ^31 ぺージ） 

■ 通話中や巧手の方び保留中に巧然ファクス受信 
に切り替わるとをは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるときは、おまかせ受信を「ナシ」に 
します。 （ C を]日3ぺージ） 


がお知 S せ 

•テ機を充電器から取るだけで、通話ボタンを押 
さなくても電話を受けることびでさます。（ク 
イック通話を設定する d ^93 ページ） 

•テ機や充電器を設置するとさは、親機や PHS / 
携帯電話の充電器、その他の電気製品などと一 
緒に置かないでください。（でさるだけ離してく 
ださい。）テ機の呼出音び鳴らなくなることびあ 
ります。 

•ナンバー•ディスプレイを契約すると、電話び 
かかってさたとさ、相手のちの電話番号などび 
ディスプレイに表示されます。（豚108ぺージ) 
•親機でコピー中、プ U ント中のときは、テ機で 
電話を受けることはでさません。また、呼出音 
ち鳴りません。 


化*% 



電話帳留守番 


邮が細 g か 












子機だけに電話がかかって < るよ 5 にずる（優先呼出) 


[ 優巧呼化を設定ずる 

優先呼出を設定すると、電話びかかってさたとさ、 
設定されたテ機だけに呼出音び鳴ります。 



■亂 MR で人 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 



■ 達中でやめるとまは 

S を押します。 

■ 優巧呼出を解除するとをは 




優先呼出の表示び 
消えます 


2 ^を巧ず 


•饰機 


幅細响 


ディスプレイに f 優先呼出1 び表示されているとさ 
に、手順]〜2の操作をします。 

「ピピッ」と鳴り、ディスプレイのび、消 

八よ 9 〇 


今 


• 「ピー」と鳴り、ディスプレイに I 優先呼が 
と表示されて、優先呼出び設定されます。 


巧^お知 S せ 

•設定後、 9 時間経過したとさは優先呼出び自動 
的に解除されます。 

• 優先呼出を設定でさるテ機は、]台のみです。 
すでに他のテ機を優先呼出に設定しているとき 
は、「ピピピピ」とアラームび鳴り、優先呼出を 
設定することはでさません。 

•優先呼出を設定したあとで、テ機の充電池を交 
換すると、 fi ^ の表示は消えますび優先呼 
出は設定されたままになります。 【優先呼出1 を表 
示させるとさは、解除してもう一度設定し直し 
て < ださい。 

•優先呼出を設定しているときは、親機や他のテ 
機で電話を受けることはできません。 

•優先呼出を設定していてち、留守設定時は留守 
機能び働き、親機で自動応答します。 

•親機でコピー中、プ U ント中のときは、優先呼 
出を設定していてち、テ機で電話を受けること 
はでさません。また、呼出音ち鳴りません。コ 
ピー.プ U ント終了後は、テ機で受けることび 
でさます。 


蘇 



中讓巧 mnBgg なぶミ ud < か巧叫か(扇み項圧) 
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通話中、相手の方をお待たせするとさに、メ□デイ 
をが[します。 

(曲名：「ビューティフル-ド U —マー」） 



話 


巧機で通話中にお待たせずる 


胃通話中にお待たせずる（保留) 


1通辭に 

tel / 吗を巧して、 
受話器を戻す 


ホリュウ中 


•保留メ□ディび流れ、お互いの声び聞こえ 
なくなります。 


d 再び通話するとさは 

受話器を取る 



•保留メ□ディび止まり、お話しでさるよう 
になります。 

•受話器を戻さなかったとさは、わう一度、 
内線/保留ボタンを押すと、再び通話でさ 

ON 9 〇 


モ機で通話中にお待たせずる 




通話中に 

内線/クリア 


^を J 甲す 


ジ 


•保留メ□ディび流れ、お互いの声び聞こえ 
なくなります。 

•通話ボタンび点滅します。 

■ 保留中に他の電話機で電話に出るとまは 
(ひとり面送豚48ぺージ） 


2 


再び通話するときは 

^または g ) を巧す 

•保留メ□デイび止まり、お話しでさるよう 
になります。 

•通話ボタンび点打します。 




脯1即丑巧な费巧ホ句か(巧聴) 
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相手の方びお話し中などで、ちう一度電話をかけ直 
すとさは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話を 
かけ直すことびでさます。 

親機では、最後にかけた電話番号び]件記憶されて 
います。 



1受話器を巧る 


d ツーと いう音び 
聞こえたら 

1 @を巧す 


再ダイヤルて 




•親機で再ダイヤルでさる番号は32ケタま 
でです。 

•まちびい電話を防ぐために、「ツー」という 
音を確かめたあと、再ダイヤルボタンを押 
して < ださい。 

•最後にかけた相手の方に電話をかけます。 

■ 逮中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 親機の再ダイヤルの記憶を消去ずるとをは 

受話器を置いたまま操作します。 

①を押す 
③を押す 

③「ピー」と鳴り再ダイヤルの記憶び消去されま 
す。 


がお知 S せ 

•呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを 
押すと、次に再ダイヤルしたとさ、ちびうとこ 
ろに電話びかかることびあります。このとさは、 
ダイヤルボタンを押してかけ直してください。 

•再ダイヤルの番号は、親機とテ機で別々に記憶 
しています。親機でかけた番号をテ機で再ダイ 
ヤルすることや、テ機でかけた番号を親機や他 
のテ機で再ダイヤルすることはできません。 

•再ダイヤルで電話をかけ直すとさは、読上げボ 
イスダイヤル機能は働きません。 


電話をかけ直ず（再ダイヤル) 


tel ■ 


巧機で電話をかけ直ず 


II I I 


I I 1 




冒 

言 
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電話をかけ直ず（再ダイヤル) 


相手の方びお話し中などで、ちう一度電話をかけ直 
すとさは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話を 
かけ直すことびでさます。 

テ機では、最大3件記憶されています。 



テ機を充電器から取って 

を巧す 



•最後にかけた相手のちび表示されます。 


2 (〇)で選び、 
^を巧ず 


く 


]imi 


d 巧手の方とお話 
しずる 



4通話び終わったら 

巧電器に戻す 



•テ機で再ダイヤルでさる番号は最大24ケタ 
までです。 

■ 達中でやめるとまは 

^を押します。 

■ 子機の再ダイヤルの記憶をすべて消去するとをは 

通話ボタンを消打させた状態で操作します。 

①を押し、で「サイダイヤルク U ア」 
を選ぶ 

を押す 

③ちう一度、を押す（「ピー」と鳴ったあと、 
すべての再ダイヤ J レの記憶を消去します。） 

■ 子機の再ダイヤルの記憶を電話帳に登録するとをは 

通話ボタンを消打させた状態で操作します。 

①3に)）を押す 

③ 感 で登録する番号を選ぶ 
@0を押し、名前を入力する 

④ ( m ) を押す 


•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 


巧^お知 S せ 

• 呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを 
押すと、次に再ダイヤルしたとさ、ちがうとこ 
ろに電話びかかることびあります。このとさは、 
ダイヤ J レボタンを押してかけ直してください。 

•再ダイヤルの番号は、親機とテ機で別々に記憶 
しています。親機でかけた番号をテ機で再ダイ 
ヤルすることや、テ機でかけた番号を親機や他 
のテ機で再ダイヤルすることはできません。 

•テ機の再ダイヤルの記録を、 ] 件ずつ消去する 
ことはでさません。 

•親機でコピー中、プ U ント中のときは、テ機で 
電話をかけることはでさません。 

•親機では、再ダイヤルの記憶を電話帳に登録す 
ることはでさません。 





( モ機で電話をかけ直ず 


電 


操作のしかた 



昌ま長 

n?Dr=llaw 



Bi 邮が耐句(逊 A ' 入 


































親機からテ機を呼び出して、お話しします。 




通話ボタンを消打させた状態で操作します。 


]キ3ヒ''ダ 

含 


受話器を取って 
\ mm ^ を J 甲し、 

子機の内線番号 
を巧ず 

(例）テ機]のとき のァ 

•テ機の内線番号はテ機のディスプレイに表 
示している番号です。 


2^子機 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か6取る 


•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を 「 OFF 」 にしているときは通話 
ボタンを押します。 

•通話ボタンび点好します。 

■ 親機と子機の巧で通話中にかか6電話がかかつ 
てまた6 

親機のスピーカーやテ機の受話□からそれぞれ 
に呼出音び聞こえます。 

親機で話すには 

①受話器を戻す（内線通話び切れます。） 

③受話器を取る（外の相手のちと通話でさます。） 

子機で話すには 

①^を押す（内線通話び切れます。） 

③テ機の呼出音び鳴り始めたら、^を押す 
(外の相手の方と通話でさます。） 



3 ぉ§龍 

お話しする 


子機 


4 通話び終わったら 

fj^Bj 親機 

受話器を戻す 

C # 子機 

巧電器に戻す 


•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 



がお知 S せ 

• 内線通話では、保留はでさません。 

•内線通話中に、テ機び親機に近づさすざると、 
「ピー」という音び出ることびあります。 

•内線通話のとさは、読上げボイスダイヤル機能 
は働さません。 

• 内線通話の呼出音の種類を変えることはでさま 
せん。 

•テ機の呼出音量を「切」に設定していても、内 
線通話の呼出音は「ル」の大ささで鳴ります。 


親機とモ機の囲でお話しずる（内線通話) 


tel , 



J ~~ r ~~1 


! :~~ L 



溫讓^^中*8邸づな|邮广叫か(3雞節|邮) 
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巧機とモ機の巧でお話しずる（内線通話) 


S 


子機 


テ機を充電器から取って 

内線/クリア 

阁を巧し、 


3 ぉ§龍 

お話しする 


子機 


r ナイセン： J と表示をれた6親機の 
内線番号（リ梦）を巧す 

•通話ボタンび点滅します。 




4通話び終わったら 

親機 

受話器を戻す 

(# モ機 

巧電器に戻す 



•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


をお知 S せ 

• テ機のスピーカーでの内線通話はでさません。 

• 内線通話の呼出音の種類を変えることはでさま 
せん。 

•親機の呼出音量を「切」に設定していても、内 
線通話の呼出音は最小の大ささで鳴ります。 





テ機から親機を呼び出してお話しします。 



瓣讓^^中讓8邸づが|邮广叫か(3雞脯|邮) 
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電話をとりつぐ（とりつぎ面送) 


( JS 機か S モ機へ電話をとりつぐ子機か5巧機へ電話をとりつぐ 

親機で受けた電話をテ機へとりつぐとさの操作で外の相手の方からかかってさた電話をテ機から親機 
す。 にとりつぐとさの操作です。 


飞お^獻機 

通話中に 

を: J 甲し、 

子機の内線番号 
を巧ず 


I 肉1/保留）^ ( M 

(例）テ機]のとき 


1<#モ機 

通話中に 


内線/クリア 


•相手のちには、保留メ □ディび流れます。 
•テ機の内線番号はテ機のディスプレイに表 
示している番号です。 

•複数のテ機を使用している場合、続けて他 
のテ機の内線番号を押して呼び出すことび 
できます。（内線シフトコール） 


) 子機 


2(#: 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か6取る 





•通話ボタンび点打します。 

•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているときは通話ボタン 
を押します。 


d お i ) 獄機 

電話をとりつぐこと 
を伝えて 

受話器を戻ず 


•受話器を置くと、テ機で外の相手の方とお 
話しでさます。 

■ 呼び出してち子機が出ないとまは 

次の（操作方法])または（操作ち法 2) の操作 
をします。 

(操作方法]) 

① を押す 

(呼び出しをやめて、保留になります。） 

② もう一度を押す 
(相手の方との通話に戻ります。） 

(操作方法 2) 

①受話器を戻す 

③ 再度、受話器を取る 

(相手のちとの通話に戻ります。） 



貪）を巧し、 

親機の内線番号(@)を巧す 

•通話ボタンび点滅します。 

•相手のちには、保留メ□デイび流れます。 

ei 柄寿職 

呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 


•テ機とお話しできます。 

3苗モ機 

電話をとりつぐ 
ことを伝えて 
巧電器に戻ず 


•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 

•このあと、親機で外の相手の方とお話しで 
さます。 

■ 呼び出してち親機が出ないとまは 

① 0) を押す 

(呼び出しをやめて、保留になります。） 

② もう一度/ S ) を押す 
(相手の方との通話に戻ります。） 

巧^お知 S せ 

•とりつざ転送するとさは、読上げボイスダイヤ 
ル機能は働さません。 

•テ機の呼出音量を「切」に設定していてち、内 
線通話の呼出音は「ル」の大ささで鳴ります。 
•親機の呼出音量を「切」に設定していてち、内 
線通話の呼出音は最小の大ささで鳴ります。 
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電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり面送) 


かかってきた電話を自分ひとりで親機からテ機、テ機から親機にとりつぐことびできます。 
また、テ機を増設されたときは、テ機から他のテ機へとりつぐことちできます。 

I 巧機からモ機へとりつぐ 


1 お i ) 爲驚 

親機で通話中に 
\ mm ^) を}甲し、 

受話器を戻ず 



) 子機 


を <§- 

巧電器か5取る 



•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているときは通話ボタン 
を押します。 

•通話ボタンび点灯して相手のちとお話しで 
さます 


モ機か 5 巧機へとりつぐ 


S 


子機 


テ機で通話中に 

内線/クリア 

liS ) を巧し、 


d お i ) 龍 

呼出音び鳴ったら 

受話器を巧る 


巧電器に戻す 

•充電器に戻さないときは切ボタンを押します。 



•相手の方とお話しでさます。 


モ機か 5 他のモ機へとりつぐ 


1<#モ機 

テ機で通話中に 

内 S ア を巧し、 


巧電器に戻す 

•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


2嫁他の子機 

巧電器か6巧って 
をを巧す 

•充電器に置いていないとさは、そのまま通 
話ボタンを押します。 

•クイック通話を 「 ON 」 にしているときも通 
話ボタンを押します。 

•通話ボタンび点打して相手の方とお話しで 
さます。 


化*% 



«| 邮が皿け GctodctouA' (Gcto 规が ) 
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モ機か巧機へメッセ-ジを伝える（巧綱ひとき通知) 


UX - F 14 CVV をお使いのとき、またはテ機を増設してお使いのときは、テ機からテ機へメッセージを伝え 
ることびでさます。 

(一方的にメッセージを伝えるだけです。お話しはでさません。） 


1(#モ機 

モおを巧電器か 
S 取って扇 


を巧ず 一 

2(#モ機 

政び出したいモ 
機の内線番号を 
巧ず 

•通話ボタンび点滅します。 

•呼び出したテ機び応答するまで「プププ 
プ • • • • 」と鳴ります。 


3 嫁 


呼び出された子機 



呼出音び鳴ったら、 

巧電器か6取る 


•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているとさは通話ボタ 
ンを押します。 

•通話ボタンび点打します。 


4違子機 

階び出した子機の 
方が電話に出た 
S 、 メッセージを 
伝える（約10砂 

Mxm 

•呼び出したテ機の方とお話しはでさず、声 
ち聞こえません。 

に 呼び出された子機 

メッセージが聞 
こえる 

6(#モ機 

メッセージび終わつ 

這を町 

•この操作をしなくても約]日秒後には自動 
的に電話は切れます。 


■ 達中でやめるとまは 

^を押します。 


蘇 


電話帳留守番 
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子機か s 子機へ電話を拓送ずる（ひと声拓送) 


UX - F 14 CVV をお使いのとき、またはテ機を増設してお使いのときは、テ機にかかってきた電話をひと声 
だけメッセージを伝えて他のテ機へ転送することびできます。（一方的にメッセージを伝えるだけです。お 
話しはでさません。） 





2 c # 子機 

極び出したい子 
機の内線番号を 
巧ず 

•外線通話中の相手の方には保留メ□ディー 
び流れます。 

•呼び出したテ機び応答するまで「プププ 
プ • • • • 」と鳴ります。 

•通話ボタンび点滅します。 


1呼び出された子機 


3(# 

呼出音び鳴ったら、 

巧電器か6取る 


•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているときは通話ボタ 
ンを押します。 


•通話ボタンび点打します。 


4嫁子機 

呼び出した子機の 
方が電話に出た 
S 、 メッセージを 
伝える（約10砂 
W 巧） 

•呼び出したテ機のちとお話しはでさず、声 
ち聞こえません。 


I 呼び出された子機 


已# 

メッセージが聞 
こえる 


を (S 


メッセージを話し終わつ 
たら 

モ機を巧電器に 
戻す 

•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 

•この操作をしなくてち約]日秒後には自動 
的に転送されます。 

7 ^呼び出された子機 

藏を巧す 
または 

を巧す 

•外の相手の方と通話でさます。 


■ 呼び出している子機が出ないとまは 

を押すと、日乎び出しをやめてイ呆留にな0ま 

す。このあと@またはを押すと外線 
の相手の方との通話に戻ります。 


化*% 


電話帳留守番 


中讓9の中讓^即が现 S 叫か ( Get 邱现 S ) 
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1 □を巧し、 

@で「デンワ 
チョウ J を選ぶ 


くトウ□ク> 

6:テ、、ンワチョウ 


已 


を巧ず 


八、、ン]、、ウトウ□ク 
N 0.= 


2 を}甲し、 

くテ、、 ンワチョウ> 

r トウ□ク J を 

I :トウ□ク2:テンソウ 

選ぶ 


3 聲 を巧す i アイテメイトウ□クカナ 

と^名前を入れる 

アイテメイトウ□クカナ 

(最大20文字） 

イケダサ個 


b 電話番号を入れ 
る语大32ケタ） 


八''ン]''ウトウ□ク 
N 0.=日31234日678 


•番号を入れまちびえたとさは、キャッチ/ 
消去ボタンを押すと、]つ前の番号び消え 
るので、もう一度入れ直します。 

•ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、 
電話帳に登録した相手のちを名前で表示さ 
せるとさや着信鳴り分けをさせるときは、 
同じ市内でち必ず市外局番から登録して< 
ださい。 


7 


を巧す 


•名前の入力を省略するとさは、決定/ FAX 
スタートボタンを押して手順6に進みま 
す。 

名前を入力しないで電話番号を登録する 

と、名前のところに電話番号び表示されま 8 I 停止I 在 pn ず 

す。 

■ 文字を入力ずるとをは 
(腐54〜55ぺージ） 


トウ□クシマシタ 


•続けて登録するとさは、4〜7の操作をく 
り返します。 


ナンパー-ディスプレイの名前表示とは 
(岐105ぺージ） 


ナンパー-デイスプレイの着信鳴り分けとは 
(岐118〜119ぺージ） 


親機の電話帳に登録ずる 


tel ■ 



:| 


留守番溫讓 QB 凱 sin 峨飄叫か 
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親機の電話帳に登録ずる 


■ 透中でやめるとまは 

网 を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 

を押します。（文字や電話番号入力時は、 

を押すと戻ります。） 

■ 登録した内容を確認するとをは 

電話番号 U ストをプ U ントします。 

(操作方法 1) 


① を押す 

② @で「インサツ」を選び 

③ 「デンワチョウ U スト」を選ぶ 

④ を押す 

(操作方法 2) 

の@52^対甲す 

ピー扇 

□ 


を押す 


ノ電話帳 

③を押す 


■ 親機の電話帳の内容をモ機にち営録ずるとをは 
(岐目2ぺージ） 

■ ポーズにごいて 

自ダ爲@ (再ダイヤル）ボタンを押すと、約3秒 
間の待ち時間（ポーズ）びでさます。続けて入力 
することちでさます。 

ポーズを入力するのは、構内交換機から0発信す 
るとさだけにしてください。 

それじI外のときにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびあります。また、テ機に電 
話帳を転送したとき、テ機でナンバー•デイスプ 
レイを利用していてち番号び表示されません。 
ディスプレイには一(八イフン）で表示されます。 


巧^お知 S せ 

•親機の電話帳には、あらかじめ次の3件の電話 
番号び登録されています。あらたに登録でさる 
のは97人分です。 ] 日日人分登録したいときは、 
この内容を消してください。 


•まちびい電話を防ぐため、電話帳に番号を登録 
するとさは、ディスプレイ表示を見ながら正し 
く登録してください。また、登録後は電話番号 
U ストをプ U ントして、確かめてください。 

•着信記録から電話番号を選び、電話帳に登録す 
ることびできます。（岐117ぺージ） 

•ナンバー•ディスプレイをご利用のちで、電話 
帳に登録した相手のちを名前で表示させるとさ 
(陽]日日ぺージ）や着信鳴り分けをさせている 
とき（原] ] 8ページ）は、同じ市内の番号でも 
必ず市外局番から登録してください。 

•市外局番の前に「184」、「186」などの番号を 
登録すると、ナンバー•ディスプレイご利用時 
の名前表示（咳=]日日ページ）や着信鳴り分け 
(陽]] 8〜] ] 9ページ）び働かなくなります。 

•電話帳を登録するとさに、名前を入力しなかつ 
たとさは、電話番号び名前として登録されます。 

• 親機の電話帳の内容をプ U ントしているとき 
は、テ機で電話をかけたり、受けたりすること 
はでさません。 


»ジホウ 
>〉テンキ3ホウ 
>〉デンワアンナイ 


電話 


電話帳 


留守番 


瓣讓 Qsigsin 胁飄叫か 


7 7 4 
17 0 
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視機の電話帳に登録ずる 

巧機の電話帳を修正する 巧機の電話帳を消去ずる 


登録した電話帳の番号や名前を修正することびでさ 
ます。 


1 @£ を巧す 

2 @ で修正ずる 

イケタ'' 扑シ 

巧手の方を選ぶ 

0312345678 

3 Q を巧ず 

アイ テ メイトウ□クカナ 

イケタ'' 扑シ 

4ち前を入れ直す 

アイ テ メイトウ□クカナ 


イケタ'' 7 サル 

•名前を修正しないとさは手順己に進んでく 

ださい。 


b 線就を巧ず 

八、、ン]、、ウトウ□ク 

VFAX スタ-トノ h J T ク 

N 0, =0312345678 

b 電話番号を入れ 

八''ン]''ウトウ□ク 

直す 

N 0, =09087654321 

•キャッチ/消去ボタンを押すたびに、表示 

されている最後の数字から順に消えます。 

そのあと、ダイヤルボタンで入れ直します。 

•電話番号を修正しないとさは手順 7 に進ん 

で < ださい。 


/ 鑛を巧す 



トウ□クシマシタ 


■ 文字を入力するとをは （ c ^54 〜55ぺージ） 

■ 途中でやめるとまは 

雇 ig を押します。 

■ —つ前に戻るとまは 

(^)を押します。（文字や電話番号入力時は、 
を押すと戻ります。） 


登録した電話帳の内容を]件ずつ消去することびで 
きます。_ 

1@£を巧す 

2® で消去ずる 
巧手の方を選ぶ 

3 tjff 对甲す 

4もう-度、 t ? 

を巧ず 

〇 I 停止 I を巧す 

■ 達中でやめるとまは 

RSFl を押します。 

■ 親機の電話帳をすべて消去するとをは 
似151ぺージ） 



イケタ'' 扑シ 
0312345678 


電 


電話 


留守番瓣讓 QB 凱 sin 峨飄叫か 
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親機で文字を入力ずる 

電話帳に名前を登録するとさなど、文字を入力する場合は、ダイヤルボタンを使って入力します。 
己1ぺージなど） 

親機では画質/カナボタンで文字の種類を替えてダイヤルボタンで入力します。 


\ 入ヵモ-ド 
入カボタン \ 

カタカナ 
[カナ] 

英字 

[ ABC ] 

数字 

[123] 

\ 入ヵトド 
入カボタン \ 

カタカナ 
[カナ] 

英字 

[ ABC ] 

数字 

[123] 

①ァ 

アイウエオ 

アイゥェォ 


1 

風 

ラ LU レレ □ 

WXYZ 

9 

②。 

カキクケコ 

ABC 

2 

⑩ヮ 

再生 ► 

ワヲン B 

□(スぺ-ス） 

□曰の回回 

□( スぺ-ス） 

0 

③， 

ヴシスセソ 

DE F 

3 

卜-風 

濁点/半濁点 

無効 

木 

み 

タチツテト 

ッ 

GH 1 

4 

® 

無効 

# 

⑤， 

ナニヌネノ 

J KL 

己 

© 

力ー ソ )レ左ち移動 

風、 

八ヒフへホ 

MNO 

6 

画質/カブ 

□ 

入カモード変換 

な 

7 S ムメモ 

PQRS 

7 

キャッチ/消去 

□ 

カーソル上の]文字を消去 

⑥， 

ヤユ3 
ャュョ 

TU V 

8 



• 英字の小文字は入力できません。 




文き入力一覧表 


電話 


留守番 


瓣讓 dw 响が Ad 句か 


電話帳 
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1 mm/m 

アイテメイトウ□クカナ 

d dx を4回巧す 

アイテメイトウ□クカナ 

種類を選ぶ H 



イケ 


> はじめ、電話帳に登録するときは、カナ 
入カモードになつています。 


•文字の種類を選 

画質/力す 


アイテメイトウ□クカナ 

D 


ぶとさは、 I~ j 
を押して切り替 
えます。 

-[カナ]カタカナを表示します。 

1 

[ ABC ] 英字を表示します。 

1 

[123]数字を表示します。 


2 


を2回巧す 


アイテメイトウ□クカ 


>くり返して押すと 

アー►イー►ウー►エー►才一►ァー►ィー►ゥー►ェー ►*- 

t _ 

の順に切り替わります。 


•同じボタンを使って入力する文字（例：「ア」 
と「エ」、「ワ」と「一（長音)」など）を続 
けて入力するとさは、 ] 文字目を入力した 
あと、@を押して、カーソルを移動して 
から2文字目を入力します。 


4 (2)。を1回巧す 

アイテメイトウ□クカナ 


イケタ 


らのを巧す 


6 


アイテメイトウ□クカナ 
イケタ'' 

•濁点 （'') や半濁点（\)をつけるとさは、 
文字を入れたあとに、 り (■) を押します。 

w 、、 0 

•スペースを入れるときは、@を押して 
カーソルを移動させてから、続さの文字を 
入力します。移動させた文字数の分だけス 
ペースび入ります。 

を J 甲ず 

•文字入力び終了します。 


文字を修正ずる 


■ 文字を消ずには 

を押すと、カーソルの]つ前び消えます。（カーソルび文字の上にあるときは、その文字び消えます。) 


■ 文字を入れ直ずには 

①訂正したい文字を 
◎で選ぶ 


アイテメイトウ□クカナ 

A 

アイテメイトウ□クカナ 

イケタ''夕 


イケタ'' ■ 


②を押して文字 
を消す 


③ダイヤ J レボタンで正しい文字を入れる 
(文字の種類を変えるときは、を 
押す） 


アイテメイトウ□クカナ 

A 

アイテメイトウ□クカナ 

A 

アイテメイトウ□クカナ 

イシダ 

T 

イダ 


イケタ'' 


親機で义をを入力ずる 


tel ■ 



文字を入力ずる 


「イケタ'」と入力するとさは次のように入力します。 

ディスプレイは電話帳に登録する日1ページ）ときのものです。 

受話器を置いたまま操作します。 



留守番 


電話 


瓣讓が叫か 
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1 を巧ず 


2® で巧手の方 

イケダヴトシ 

を選ぶ 

0312345678 

•ディスプレイで相手のちを確かめます。 

d 受話器を取る 

イケダヴトシ 
0312345678 

く 

•選んだ相手のちへ自動的に電話をかけます。 


4 巧手の方とお話しずる 

5 通話び終わったら 

受話器を戻す 



■ 電話帳に営録した名前の頭文字か6巧索して電 
話をかけるとまは 

名前の頭文字を入力して、相手のちを電話帳から 
選ぶこともでさます。 


① 


を押す 


■ 途中でやめるとまは 

相手の方を選んでいるとさはを押します。 
通話中は受話器を戻します。 

■ 受話器を取ったあと、電話帳で電話をかけるとまは 
(1 84や186などをつけて電話をかけるとを） 

①受話器を取る 

(184 (非通知）や] 86 (通知）などをっけて 
電話をかけるときは、このあと「184」や 
「186」をダイヤルします。親機び発信中のと 
きは、③〜⑥の操作を行うことびできません。 
かし待ってから③〜⑥の操作を行ってくださ 
い。） 

©◎ Si を押し、 ◎ で相手の前選ぶ 

③ (^)を押す 

④ 相手の方とお話しする 

⑥通話び終わったら受話器を戻す 


② 名前の頭文字を含む行のダイヤルボタンを押 
す 

例：「イケダ」を検索する^(])を押す 

《ア〜ワの各行ごとにしか検索できません。 
選んだ文字から近い名前の相手の方を表示 
しよ 9 〇 

③ @で相手の方を選ぶ 

④ 受話器を取る 

⑥相手の方とお話しする 
⑧通話び終わったら受話器を戻す 


巧^お知 S せ 

• 電話帳から自動的に電話をかけるときは、読上げ 
ボイスダイヤル機能は働きません。（「184」な 
どダイヤルした番号では働さます。） 


M 親機の電話帳で電話をかける 


t 巧手の方を選んで電話をかける 

電話帳に登録すると、簡単に相手の方を選ぶことび 
でさます。 

電話帳は、頭文字をちとに記号^数字(0~9)- 
英字 （ A 〜 Z ) 一已日音順に並べられています。 


1 L 



受話器を置いたまま操作します。 


電話 


留守番 


瓣讓 Qsigsdsig が93か 



0000 
0000 
000 


電話帳 
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モ機の電話帳に登録ずる 


[_子機の電話帳に登録する^ 

よく利用する電話番号を、電話帳に登録しておくこ 
とびでさます。 

テ機では、 ] 台につさ最大1日0人分の番号を登録で 
さます。 




通話ボタンを消打させた状態で操作します。 


1^け-を巧ず 


2名前を入れる 
(最大！ 2文字） 


•名前の入力を省略するときは、機能ボタン 
を押して手順4に進みます。 

名前を入力しないで登録すると、名前のと 
ころに電話番号び表示されます。 

(にケタまで） 

•内線/ク U アボタンを2秒じ I 上押すと、す 
ベての文字び消えます。 



3 を巧す 




4電話番号を入れる 
(最大！ 6ケタ） 


•番号を入れまちびえたとさは内線/ク U ア 
ボタンを押して番号を消したあと、もう 
一度、入れ直します。 

•内線/ク U アボタンを2秒じ I 上押すと、す 
ベての番号び消えます。 


〇 («) を巧す 



• 「ピー」と鳴り、残りの登録可能件数を表 
示して登録を完了します。 

•続けて登録するとさは手順]〜己をくり返 
し行ってください。 


■ 達中でやめるとまは 

を押します。 

■ 名前を入力ずるとをは （ C を已9〜目〇ぺージ） 

■ モ機で登録した電話帳の内容を視機にち営録す 
るとをは目3ぺージ） 


ポーズにごいて 

馆ダイヤル）を押すと、約3秒間の待ち時間 
(ポーズ）びでさます。続けて入力することもで 
さます。 

ポーズを入力するのは、構内交換機から日発信す 
るとさだけにして < ださい。 

それじ I 外のとさにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびあります。 

ディスプレイには（アンダーバー）で表示されます。 


蘇 


電話 


留守番中讓 QB 凱 sin 峨飄叫か 
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モ機の電話帳に登録ずる 


3電話番号を入れ 
直す 



•内線/ク U アボタンを押すたびに、表示さ 
れている最後の数字から順に消えます。そ 
のあと、ダイヤルボタンで入れ直します。 

•内線/ク U アボタンを2秒じ I 上押し続ける 
と、表示されている数字をすべて消すこと 
びでさます。 


4 ( g ) を巧す 


■ 途中でやめるとまは 

を押します。 



3 (§) を2回巧す 

• 「ピー」と鳴り消去び完了します。 

■ 達中でやめるとまは 

^を押します。 

巧お知 S せ 

•テ機の電話帳にはあらかじめ、3人分の電話番 
号（「》ジホウ ] ]7」「》テンキヨホウ]77」 
「》バンゴウアンナイ ] 日4」）び登録されてい 
ます。あらたに登録できるのは97人分です。 
] 日日人分登録したいときは、この内容を消して 
<ださい。 

•まちびい電話を防ぐため、電話帳に番号を登録 
するとさは、ディスプレイ表示を見ながら正し 
く登録してください。 

• ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、電話帳 
に登録した相手の方を名前で表示させるとさ 
(吸]日日ぺージ）や着信鳴り分けをさせている 
とき ( c ^ l ] 9ページ）は、同じ市内の番号でも 
必ず市外局番から登録してください。 

•市外局きの前に「184」「186」「0033」 
「0088」「0077」などの番号を登録した0、番 
号の中に「乂」「#」などを登録すると、ナン 
バー•ディスプレイご利用時の名前表示 
(吸10日ぺージ）や着信鳴り分け（原118〜 
]]9ページ）び働かなくなります。 

•電話帳を登録するとさに、名前を入力しなかつ 
たとさは、電話番号び名前として登録されます。 

•テ機に登録した名前を修正することはできませ 
ん。名前をまちびえて登録したとさは、電話帳 
から消去したあと、ちう一度登録し直してくだ 
さい。 


通話ボタンを消打させた状態で操作します。 


電 

話 




© で巧手の方を 

巧百ザ、 

miS\ 


を2回巧ず 



登録した電話帳の内容を]件ずつ消去することびで 
さます。通話ボタンを消打させた状態で操作します。 





2 ©を巧し、 
( J ) で「ショウ 
キヨ J を選ぶ 


モ機の電話帳を修正ずる!^モ機の電話帳を消去ずる 


留守番 


中藥 Q « i 即 sin 敞飄叫か 


電話帳 
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モ機で文字を入力ずる 


電話帳に名前を登録するとさなど、文字を入力する場合は、ダイヤルボタンを使って入力します。 
テ機ではカナ/キャッチボタンで文字の種類を替えてダイヤルボタンで入力します。 

I 文き入力一質表 


ヵモ-ド 

入カボタン \ 

カタカナ 
[ヵナ] 

英字 

晩 

数字 

[表示なし] 

の 

アイウエオ 

アイウエオ 

無効 

1 


カキクケ] 

ABC 

abc 

2 

( 3 ^ 

サシスセソ 

DEF 

def 

3 

喊 

タチツテト 

、ッ 

GHI 

ghi 

4 


にヌネノ 

JKL 

jkl 

己 


/、ヒフへホ 

MNO 

mno 

6 


7ミムメモ 

PQRS 

pqrs 

7 

(8^ 

にヨ 

ャュョ 

TUV 

tuv 

8 


ラリルレ □ 

WXYZ 

wxyz 

9 


W ン日 

□ (スぺ—ス） 

册（スぺ-ス） / 

[] :, .! 0 S?i 

0 

を 

無効 

% 

© 

無効 

# 

オンフック 





濁点/半濁点 

無効 


力 一 V 、レ左ち移動 

内線/クリア 

声留） 

カーソル上の]文字を消去 

械料 7 




f 保留^ 


全文字消去 


を2面上}町 




カナ/ 




キャッチ 


文字の種類の切り替え 



蘇 


留守番 


電話 


中讓が叫か 
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モ機で义をを入力ずる 


文字を入力ずる 


「イケタ'」と入力するとさは次のように入力します。 

ディスプレイは電話帳に登録する （岐日 7 ぺージ）ときのものです。 

通話ボタンを消打した状態で操作します。 



10で文字の 

巧" 

4^を巧ず 

M 

種類を選ぶ 

JU ! 

-1-1-1- 


1パ 

文字の種類 

刀 T 

オンフック 



キ誤/ 


•はじめは「カナ入カモード」になっています。 

■[カナ]カタカナを表示します。 

1 

[英]英字を表示します。 

1 

[表示なし]数字を表示します。 


5 イノノジソ 

@を巧ず 


ボタ 
ンを押すご 
とに、ち記 
のよ5に切 
り替わりま 
す。 


を2回巧ず 


•くり返して押すと 

ソノー►づ 一►ゾー►王一►才一►アー►イー►ウー►エ- 


画/ク。 


•濁点 （'' ) や半濁点（° ) をつけるときは、 
文字を入れたあとに、オンフックボタンを 
押します。 

•スペースを入れるとさは、を押して力 

ーソルを移動させてから、続さの文字を入 
力します。移動させた文字数の分だけ スぺ 
ースび 入ります。 


ゴ1 


6^を巧ず 


の順に切り替わります。 

3 ( 2 ^ を4回巧ず 


•同じボタンを使って入力する文字（例： 
「ア」と「エ」、「引と「一（長音）」 
など）を続けて入力するとさは、 ] 文字目 

を入力したあと、^を押して、カーソル 
を移動してから2文字目を入力します。 


•文字入力び終了します。 


文をを修正ずる 


■ 文字を消ずには 

①訂正したい文字を0で選ぶ 


Kd 跡/ソリグ 

③ g ) を押す 


■ 文字を入れ直すには 

①訂正したい文字を 
@で選ぶ 


② g ) 対甲して 
文字を消す 


③ダイヤルボタンで正しい文字を選んで入れる 
(文字の種類を替えるときは、を押す） 


電話 


電話帳 


留守番 


中讓 dw 响が Ad 句か 











































モ機の電話帳で電話をかける 


手の方を選んで電話をかける 

電話帳に登録すると、マルチフアンクシヨンキーの 
操作だけで相手の方を選ぶことびでさます。 
電話帳は、次の順に自動的に並べ換えられます。 
数字 (0-9) ^英字 ( A - Z ) ^50音順 





通話ボタンを消打させた状態で操作します。 


® で巧手の方を 
選ぶ 


•相手の方を選んだあと、を押すと電話 
番号を表示して確認することびでさます。 


2 を巧す 


ジ 


nm 


•通話ボタンび点打します。 

•ダイヤルを始めます。 

■ 達中でやめるとまは 

/ fi ) を押します。 

■ 17ケタな上の番号をダイヤルするとをは 

電話帳には、電話番号を最大16ケタまでしか登 
録できません。 ] 7ケタ iU 上の電話番号のときは、 
番号を分けて登録しておけば続けて使えます。 
(チェーンダイヤル機能） 

①手順]〜2または「電話帳に登録した名前の頭 
文字から検索して電話をかけるとさは」の手順 

① 〜⑥を行い、最初の番号をダイヤルする 

③ 句 を押す 

③手順]〜2または「電話帳に登録した名前の頭 
文字から検索して電話をかけるとさは」の手順 

② 〜⑥を行い、次のダイヤルをする 



4通話び終わったら 

巧電器に戻す 

•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
よ9 〇 

■ 電話帳に登録した名前の頭文字か6巧索して電 
話をかけるとまは 

名前の頭文字を入力して、相手の方を電話帳から 
選ぶことちでさます。 

①中を押す 

③相手のちの頭文字をダイヤルボタンで入力する 
例：「イケタ'」を検索する 一 C 7 ^J を2回押す 

③ (〇 )を押す 

※入力した文字で始まる相手のちを表示しま 
す。入力した文字で始まる名前び登録され 
ていないとさは、最も近い次の頭文字で始 
まるる刖を表汀^します。 

④ で相手の方の番号を選ぶ 

©をを押す 

⑥ 相手のちとお話しする 

⑦ 通話び終わったら充電器に戻す 


巧^お知 S せ 

•親機でコピー中、プ U ント中のときは、テ機で 
電話をかけることはでさません。 


蘇 


電話 


留守番中讓 QB 凱 sdB 凱がか 
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親機とモ機の囲で電話帳を面送ずる 


親機で登録した電話帳をテ機に、テ機で登録した電話帳を親機に転送することびでさます。 

親機からテ機へ転送すると電話帳の内容びテ機に追加されます。また、テ機から親機へ転送すると電話帳 
の内容び親機に追加されます。 

I 親機の電話帳をモ機に面送ずる 




登録 


□を巧し、 

@で r デンワ 
チョウ J を選ぶ 


くトウ□ク> 

6:テ''ンワチョウ 


らス每を}甲し、 
@で拓送巧の 
子機を選ぶ 


クンソウ> 

1:]キ1へテンソウ 


2 (^ m ) を}甲し、 

@で「テンソ 
6 ] を選ぶ 


<7ンワチョウ> 

1:伽ク2:テンソウ 


3 


を巧ず 


すべて面送するとをは 


4 r ゼンケンテンソ 
ウ J を選ぶ 


クンソウ> 

1:セ'' ンケンテンソウ 


1件ずつ拓送するとをは 


4@で ri ケンゴ 

トテンソウ J を 
選ぶ 


クンソウ> 

2:1ケン]'' トテンソウ 


6 


を巧す 

•17 ケタ上の番号で登録しているデータ 
は転送でさません。 

•転送び完了すると、「ピー」と鳴って「カン 
U ヨウシマシタ」と表示されます。 

■ 達中でやめるとまは 

を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 

を押します。 

■ r テンソウデキマセン J や r テンソウデキナイデー 
タガアリマスソウサヲツジケマスカ J と表示され 
たとをは 

この表示は親機に17ケタ上の番号で登録して 
いるとさに表示されます。 

すべて転送しているときは、を押すと、その 
相手のち iU 外のデータを転送します。 


^を}甲し、 


@で拓送したい 
巧手の方を選ぶ 


クンソウ> 

イケタ''サトシ 


がお知 S せ 


•同じ名前、同じ電話番号で登録している電話帳 
の内容は転送されません。 

ただし、 ] か所でち修正した電話帳の内容は別 
のデータとして扱われて転送されます。 

•親機の電話帳を転送してち、テ機に登録されて 
いた電話帳の内容は上書さされません。 
•転送を行ってち、登録されていた電話帳の内容 
は消えません。 


化*% 


電話 


電話帳 


留守番 


瓣讓 ct 中讓 Q 邸飄が现 S 叫か 
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亲見機とモ機の間で電話帳を巧送ずる 


し 


モ機の電話帳をずべて巧機に拓送ずる 




通話ボタンを消打させた状態で操作します。 


( g ) を巧し、 

© で r デンワ 
チヨウテンソ 
ウ J を選ぶ 


Ml) 


2© を巧す 



•通話ボタンび点滅します。 

• 「ピー」と鳴ったあと、上の表示び約3日秒 
間表示されます。 

(切ボタンを押すと消えます。） 


モ機の電話帳を1件ずつ巧機に拓送ずる 


通話ボタンを消打させた状態で操作します。 



■ 途中でやめるとまは 

^を押します。 



を◎で r デンワチ 
ヨウテンソウ J を 
選んだあと、 

を巧ず 


•通話ボタンび点滅します。 

• 「ピー」と鳴ったあと、上の表示び約 
3日秒間表示されます。 

(切ボタンを押すと消えます。） 


巧^お知 S せ 


•転送するときはできるだけ、まわりに他のテ機や電気製品などびない場所で行ってください。電波障 
害などで転送でさないことびあります。 

•転送中は、テ機に衝撃を与えないようにしてください。転送できないことびあります。 

•転送する件数と登録でさる件数を確認して親機やテ機の電話帳び ] 日日件を超えないようにしてくだ 
さい。]日日件を超えた電話帳の内容は転送されません。 

•工場出荷時にあらかじめ登録されている電話番号（天気予報、時報、番号案内）を転送することはで 
さません。 

•同じ名前、同じ電話番号で登録している電話帳の内容は転送されません。 

ただし、]か所でち修正した電話帳の内容は別のデータとして扱われて転送されます。 

• テ機の電話帳を転送してち、親機に登録されていた電話帳の内容は上書さされません。 

•転送を行ってち登録されていた電話帳の内容は消えません。 


蘇 


電話 


留守番溫讓 ct 中* Q 邸 dBig 飄が规 g 叫か 
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ホットラインタイヤルを利用ずる 


テ機ではよく電話をかける相手のちをホットラインダイヤル （1 件）に登録しておくと、簡単な操作で電話を 
かけることびでさます。（ホットラインダイヤル） 

ホットラインダイヤルを登録するにはあらかじめテ機の電話帳に登録しておく必要びあります。（岐己7ぺージ) 

I モ機のホットラインダイヤルに番号を登録する 

^通話ボタンを消なさせた状態で操作します。_ 


(〇)で登録したい 
巧手の方を電話 
帳か6選ぶ 


ホットライン 

2ヴレを巧す 


i 「ピー」と鳴り、選んだ相手のちの電話番 
号を登録します。 



モ機のホットラインダイヤルで電話をかける 


、通話ボタンを消打させた状態で操作します。 


0を巧ず 


が 


nm 


>通話ボタンび点打し、ディスプレイの巧 
マークび表示されて、自動的にダイヤルを 
始めます。 


j 通話び終わったら 

ぶ)を巧す 


2 


相手のちび電話に出たら 

オンフック 


@を巧して巧手の方と 

願/、、。 

お話しずる 


■ 逮中でやめるとまは 

S を押します。 

■ホットラインダイヤルの営録を消すとまは 


术ツフイ: 

ぶ仆ル 


を2秒じ Lb 押します。 


(「ピー」と鳴ったあと、ホットラインダイヤル 
の登録は自動的に解除されます。） 


がお知 S せ 

•ホットラインダイヤルボタンを誤って押すと、 
電話をかけたままになりますのでを意して < だ 
さい。 

•ホットラインダイヤルの登録は、それぞれのテ 
機に]つです。親機には登録できません。 
•通話ボタンを押したあと、ホットラインダイヤ 
ルボタンを押してち、電話をかけることびでさ 
ます。 


化*% 


電話 


電話帳 


留守番 


入：/入が理巧叫か 
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留守に設定ずる 


外出中に相手の方の伝言を録音したり、また、ファ 
クスを自動受信します。 

相手の方の用件は、 ] 件につさ最大約3分間録音で 
さます。すべての録音を合わせて、最大約] 2分間ま 
たは、3日件までです。 


I T 


□ □ □ □ 


〇〇〇: 
〇〇〇: 
0 0 01 
〇〇〇： 





受話器を置いたまま操作します。 


〇♦留巧 ] を巧す 


:]テイオウトウメッセ-ゾ 


③ 


こ!♦留守 


を押す 


③固定応答メッセージび流れている間に（な） 


を押す 


•固定応答メッセージび流れます。 

•録音でさる残り時間び己分じ(下のとさは、 
「残り約〇分、録音できます。」と流れます。 

■ 自分で録音した応答メッセージ（オリジナルメッ 
セージ）にするとをは 

①あらかじめ応答メッセージを録音する 
(岐71ぺージ） 


I 固定応答メッセージ I 


「ただ今、留守にしております。ピーッと鳴り 
ましたらお名前とご用件をお話しください。 
ファクスを送られるちは、スタートボタンを 
押して < ださい。」 


■ オリジナルメッセージを選んだとまは 

いったん留守設定したとさに、才 U ジナルメッ 
セージを選んでおくと、次に留守設定したとさ 
ち、才 U ジナルメッセージになります。 

■ オリジナルメッセージか6固定メッセージにず 
るとをは 


巧^お知 S せ 


① I な留守 I を押す 

③才 U ジナルメッセージび流れている間に 
を押す 

■ 固定応答メッセージが流れたあと r ピ ー J と鳴る 
までの時間を変えるとまは 

はじめは2秒に設定されています。 ] 秒または4 
秒に変更することびでさます。 

(発信音待ち時間岐153ぺージ） 


•才 U ジナルメッセージにしたとさでも、ファク 
ス受信でさなくなったとさや録音びでさなく 
なったときは、自動的に固定メッセージに切り 
替わります。 （0^66 ページ） 

•録音時間び残り]分 Lil 下、または残りの件数び 
3件じ I 下になっているときは、留守設定したと 
さに「メモ U —びちうすぐいっぱいです。」と音 
声でお知らせします。このとさは不要な録音を 
消してください。 （ b ^7 日ページ） 

•ファクスのメモ U —受信データびあると、録音 
できる時間び少なくなります。 

• 留守設定中にファクスをメモ U —受信すると、 
ディスプレイに「ジュシンデータガア U マス」と 
表示されます。（腐=88ページ） 

• 留守設定中は、他の受信モード （ FAX 優先 / FAX 
専用）は働さません。 

留守設定び優先されます。 


蘇 


昌ま長 
It ? 马言阳 

電話 


留守番 


聰4巧那种叫か 
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留守に設定ずる 


固定応答メッセージの内客は変わります。 


ファクス受信でさるび、録音でさないとさ 


「ただ今留守にしております。ファクスを送られる方は、ス 
タートボタンを押してください。電話の方は、恐れ入りま 
すび、後程おかけ直し<ださい。」 


録音はでをるが、ファクス受信でさないとを 
(インクリボンびないとをなど） 


「ただ今留守にしております。ピーと鳴りましたらお名前と 
ご用件をお話しください。」 


ファクス受信ち録音らでさないとさ 


呼出音び鳴り続けて、応答しません。 


■ 応答メッセージが流れるまでの呼出音の回数を 
変えるとまは（留守モード時のコール回数） 

応答メッセージび流れるまでの呼出音の回数を 
設定します。 

① Pi を押す 

② @で「オトカンレンセツテイ」を選び、 


胃 f を押す 

で「オヤキ 

戀対甲す 

@@で「ルスジ 
を押す 


ヨビダシオン」を選び、 


コールカイスウ」を選び、 


⑥ダイヤルボタンでコール回数を入力する（日] 
回〜2己回） 

⑧を押す 


⑦ I 停止 I を押す 


■ 留守設定中に巧手の方の録音中の声を聞<とを 
は（お声拝聴）（岐153ぺージ） 

留守録音中に相手のちの録音中の声と応答メッ 
セージびスピーカーから聞こえます。 

① Pi を押す 

② (§) を4回押す 

③ ( T ^) を押す 1 

④ 「ルス□クモード」を選び、 ( Mf ) を押す 

⑥ （0) で「オコエ八イチヨウ」を選び、(^)を 
押す 

@@で「ア U 」 または「ナシ」を選び、 （ 

を押す 

⑦ を押す 


■ 巧手の方び自動送信でファクスを送っていると 
をは 

「ポー•ポー…」という音を検出すると、自動的 
にファクス受信に切り替わります。（ファクス受 
信可能な場合のみ） 


巧^お知 S せ 

•応答メッセージび流れている間や録音している 
間に受話器を取ると、通話できます。（親機、テ 
機とち） 

• メモ U -容量びないとさ（メモ U -びいつぱいの 
とき）は、ファクスをメモ U —受信することや録 
音することびできませんので、応答メッセージび 
自動的に切り替わります。また、メモ U —びいつ 
ぱいで記録紙やインク U ボンびないときは、呼出 
音び鳴り続けて自動応答しません。もとの応答 
メッセージに戻すときは、メモ U —受信データを 
プ U ントするか （ c ^88 ページ）、不要な録音を 
消去してください。 （ c ^70 ページ） 

•録音とメモ U —受信は同じメモ U —を使用して 
います。メモ U —受信データびあると録音でさ 
る時間び少なくなります。 


電話 

電話帳— 


留守番 


聰4巧规种叫か 
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留守設定を解除ずる 


帰宅したあと留守設定を解除するだけで、留守中に 
録音されたメッセージを聞くことびでさます。 






受話器を置いたまま操作します。 


〇偶守Iを巧す 


8 月 27 日 4 : 4 日 PM 田 
ミサイセイ□クオンがアリ了ス 

録音されている件数び 
表示されています。 


: 8月27日4:日 1 PM > 

1ケンメサイセイ中 

♦留守を解除すると、留守設定中にかかって 
さた録音内容を自動的に]回再生します。 

•再生中は「早聞さ」「遅聞さ」「次の録音にと 
ばす」「1つ前の録音に戻す」ことびでさま 
す。 

•録音内容を]件再生するごとに、録音され 
た時刻を音声でお知らせします。 

■ デイスプレイび点滅しているとをは 

•留守に設定中にディスプレイび点滅している 
ときは、新しく入った録音びあります。また、 
メモ録音や通話録音び入ったとさち点滅しま 
す。 

♦留守を解除したあとでも、「ミサイセイ□ク 
オンガア U マス」と表示されているとさは、ま 
だ再生していない（未再生）録音（メモ録音や 
通話録音、留守録）びあります。 

⑩。 を押して約3秒 LU 上再生すると再生済み 
になります。 

•まだ再生していない録音を聞くとさや、録音を 
もう一度聞さ直すとさは、「録音されている内 
容を聞く（再生する）」（吸68〜69ぺージ） 
の操作をします。 


留守設定降の再生について 

留守設定 


留守設定解除 




] 件目 
再生ス三 

2件目 
未再生 

3件目1 
未再生1 

1 4件目 

1再生ス三 

己件目 
未再生 

目件目1 
未再生1 

1- H 


留守設定後の録音を再 
生します。留守設定し U 後 
の録音びない場合は自動 
再生はしません。 

■ 留守設定を解除せずに留守録を聞<には 
(吸目8ぺージ） 

■ 再生中の操作について目8ぺージ） 

■ 親機のデイスプレイに r ジュシンデータガアリマ 
ス J と表巧しているとをは 

送られてさたファクスびメモ U —に残っていま 
す。すべての受信データをプ U ントすると「ジュ 
シンデータガア U マス」の表示び消えます。 

(吸88ぺージ） 

■ 再生を途中でやめるとまは 

層正！を押します。 


巧^お知 S せ 

•日付は録音されていません。再生中は、親機の 
ディスプレイに日付と時刻び表示されます。 

•曜日は親機のディスプレイに表示されません。 
また録音ちされません。 

• 親機の時刻設定びまちびっていると、まちびった 
時刻び記録されます。（岐22、23ページ） 

•一度聞いた不要な用件は消去してください。録 
音されている用件び多いと、メモ U —容量び少 
なくなり、新しく録音することやファクスを受 
けることびでさな < なることびあります。 

•消去しない限り、新しく録音される用件は、前 
の用件の最後に続けて録音されます。 


蘇 


昌ま長 
言言帕 

電話 


留守番 


聰4那神が爾强叫か 
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録音されている巧客を聞く（再生ずる) 


親機に録音されている内容（留守中に録音された 
メッセージや通話録音、メモ録音）を再生するとさ 
の操作です。 




巧機で録音巧客を再生ずる 




受話器を置いたまま操作します。 


1の>)。を巧ず 

く 8月27日 4：45 PM > 

再生 ► 

1ケンメサイセイ中 


留守設定しているとさ 
留守設定 


• 「留守」に設定しているときと、していな 
いとさでは再生する内容び変わります。 

(約3秒上再生した内容は再生ス S にな 
ります。） 

■ 再生を達中でやめるとまは 

I 停止！を押します。 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

巳件目 

日件目 

再生ス三 

未再生 

未再生 

再生ス S 

未再生 

未再生 


留守設定し U 後の録音を再 
生する（留守設定し U 後の 
録音びない場合は]件目 
から再生） 

留守設定していないとさ 


11件目 
L 再生スミ 


2件目 

3件目 

4件目 

巳件目 

日件目 

未再生 

未再生 

再生ス三 

未再生 

未再生 


未再生の録音し U 後を再生する 
(未再生の録音びない場合は]件目から再生） 


再生中は巧のような操作がでをます 


G 夕の録音にとばすとさは 


再生中に、巧；を巧す 

►►1 

r 早聞きや遅聞きするときは1 

再生中に、 側っ を巧す（速 < なる） 

も5—度、 似 を巧す（遅< なる） 

再生 ► 

もう一度、 @っ を巧す（もとに戻る)^ 

再生 ► 


M つ前の録音に戻すときは I 

再生中に、@を2回続けて巧す 

今聞いている録音の]件前から再生します。 
聞きたい録音まで戻すときは、更にくり返して 
を押します。り回押すごとに]件ずつ） 

3秒 m 上再生したあと、 
ボタンを2回続けて巧すと 


[今聞いている録音を聞き直すときは 


] 件目 
再生ス三 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生ス三 

己件目 
未再生 

驚量 



♦ 

♦ 

1 


再生中に、 


® を巧す 

、0 


聞さたい録音まで戻すとさは、 ] つ前の 

さらに"'~リリをくり返し押して ® 胃胃& 
ディスプレイで件数を確認する 


■ 再生中に電話びかかってをた6 

再生び止まります。このあと受話器を取ると、通 
話でさます。 


化*% 


電話 
電話帳— 


留守番 


飄邮な^1^广^か3略が挪八(逊肝叫か) 
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録音をれている内容を聞 < (再をずる) 


を2回巧ず 



• 「留守」に設定しているとさと、していな 
いとさでは再生する内容び変わります。 

(約3秒！;(上再生した内容は再生ス S にな 
ります。） 


留守設定しているとさ 

留守設定 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

巳件目 

已件目 

再生ス三 

未再生 

未再生 

再生ス三 

未再生 

未再生 


留守設定し U 後の録音を再 
生する（留守設定し U 後の 
録音びない場合は]件目 
から再生） 

留守設定していないとさ 


11件目 

2件目 

3件目 

4件目 

巳件目 

目件目 

1再生ス三 

未再生 

未再生 

再生ス S 

未再生 

未再生 


未再生の録音し U 後を再生する 
(未再生の録音びない場合は]件目から再生） 


■ 再生を達中でやめるとまは 

^を押します。 


再生中は次のような操作ができます。 


[^夕の録音にとばすときは I 

再生中に、@を巧す 


早聞きするときは 


再生中に、 （§) を巧す 

もとに戻ずときは、をう一度、®)を巧ず 


。つ前の録音に戻すときは I 

再生中に、@を2回続けて巧す 

今聞いている録音の]件前から再生します。 
聞きたい録音まで戻すとさは、更にくり返して 
(5 品)を押します。 （1 回押すごとに1件ずつ） 

3秒な上再生したあと、 移) 
ボタンを2回続けて押すと 


今聞いている録音を聞き直すときは] 


再生中に、を巧す 


] 件目 
再生ス三 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生ス三 

己件目 
未再生 

目件目 
未再生 


♦ 

♦ 

♦ 

1 


聞さたい録音まで戻すとさは、 ] つ前の録音 
さらに (5 句を < り返し押すに戻る 


■ 再生中に電話びかかってをた6 

再生び止まってから呼出音び聞こえます。このあ 
と^を押すと通話でさます。 


をお知 S せ 

• 一度聞いた不要な用件は消去してください。 ( C ^70 
ページ）録音されている用件び多いと、メモ U —容 
量び少なくなり、新しく録音することやファクスを 
受けることびできなくなることがあります。 
•消去しない限り、新しく録音される用件は、前 
の用件の最後に続けて録音されます。 

♦親機の日付と時刻の設定（吸22、23ぺージ）びまち 
びっていると、まちびった曰付と時刻び記録されます。 



昌ま長 
It ? 马言が 

電話 


留守番 


飄邮な3^广^か3晚が挪八(逊肝叫か) 
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録音されている巧客を消去ずる 


一般録音（留守中に録音されたメッセージや通話録 
音、メモ録音）を消去します。 



L 

録音を 1 件消去ずる 

受話器を置いたまま操作します。 

i 消したい録音を 



再生中に 

卡ゎ、、，:：!：/;おホ 

1 ケンメショウキョシマシタ 


十でツブ7/目凸 

□ を 2 回 



巧ず 



[ 録音をずべて消去ずる 




受話器を置いたまま操作します。 



■ 親機の録音メモリーの残量を確認ずるとをは 
( FAX / 録音メモリー巧量表示） 

① 胃を押す 

② 「ショウサイセツテイ」を選び、®^を押す 


③「メモ U — シヨウ U ヨウ」を選び、巧威 T ノ 
(例） 


、 FAX スタ-トノ 

を押す 


メ刊-シヨウリョウ1日〇/〇 

④を押す（待受画面に戻ります） 


イツノ r ン□クオンショウキヨ 




ショウキ3シマシタ 


電話 
電話帳 f 




留守番 
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才 IJ ジナル応答メッセージを録音ずる 


留守設定したときに流れる固定応答メッセージの代わりに、自分でメッセージを]種類録音できます（才 
U ジナルメッセージ)。録音でさる時間は他の録音と合わせて最大約] 2分です。 




登録 


I 〇を巧し、 
©で 

r オトカンレン 
セツテイ J を選ぶ 

2 对甲し、 


くトウ□ク> 

2:オトカンレンセツテイ 


◎でけウトウ 
メッセージ J を 
選ぶ 


<オトカンレンセツテイ> 
3:オウトウメッセ-ゾ 



を巧し、 


受話器で応答 
メッセージを話ず 



3 


7^) を}甲し、 


r □クオン J を選ぶ 
4(®を巧ず 


くオウトウメットシ、、 
1:□クオン 


オリシ''ナル□クオン 


応答メッセージの例 


「はい、〇〇です。ただ今留守にして 
おりますので、ピーという音び鳴りま 
したら、メッセージをお話しください。 
ファクスを送られるときは、スタート 
ボタンを押して<ださい。」 


■ 逮中でやめるとまは 

I 停止]を押します。 

■ 応答メッセージの内容を変えるとまは 

録音した内容を消してから、わう一度録音します。 

■ 応答メッセージの内容を聞くとまは 

I 就み化で A の手順3で「サイセイ」を選び、 


/録音び終わったら 

を巧し、 


停止 


受話器を戻す 



を押します。 

才 U ジナル応答メッセージび録音されていると 
きは、才 U ジナル応答メッセージび再生されま 

才 U ジナル応答メッセージの再生中に(^。 
を押すと、固定応答メッセージを再生することび 
できます。固定応答メッセージの再生中に（な） 
を押すと、才 U ジナル応答メッセージを再生する 
ことびでさます。 

応答メッセージを消ずとまは 

の手順3で「ショウキヨ」を選 


•録音したメッセージを再生します。 

■ 自分で録音した応答メッセージ（オリジナル応答 
メッセージ）にずるとをは 


び、 ( t ^) を2回押します。 


①[な留守 I を押す 

③固定応答メッセージび流れている間に 
を押す 


巧^お知 S せ 

•応答メッセージを設定していてち、ファクス受 
信でさなくなったとさや録音でさな < なった場 
合は、自動的に固定応答メッセージに切り替わ 
ります。 （ C ^66 ページ）記録紙やインク U ボン 
をセットして受信内容をプ U ントしたあと、ま 
たは用件を消去すると才 U ジナルメッセージに 
戻ります。 


蘇 


昌ま長 

言言が 

電話 


留守番 


U b 資鹏乂 ホ—/:^'が飄邮叫か 
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コピ ー/ ファクスをずる前に 


し 


使用でまる原稿 



セツトでをる原稿のサイズ 

幅 ] 48 mm 〜リ加 im 


長さ 128 mm 〜日日加 im 


1 I 厚さ日.日目 mm 〜日 .18 mm 

►セツトでさる記録紙のサイズび A 4 サイズなの 
で、 A 4 サイズの原稿 (210 mm x 297 mm ) 
までしかプ U ントでさません。 

また、 A 4 サイズの長さを超える原稿を A 4 ヴ 
イズに分割してコピーすることびできます。 
(分割〕ピー吸1己日ぺージ） 

〈厚さの目ち〉 

新聞紙の厚さは約日.日己〜 0.06 mm です。 
上質紙の厚さは約日.1 0 mm です。 

官製はびさの厚さは約日. 23 mm です。 


■ 原稿を読み取れる節囲 

原稿を読み取るとさは、実際に読み取れる範囲び 
決まっています。原稿の端の部分は読み取れませ 
んので、ごを意ください。 

•最大読み取り幅2日 5 mm 
•最大読み取り長 

送信原稿長 （1 28〜 500 mm ) から上下とも 
2〜 6 mm を弓 I いた長さ 

2〜目 mm 


2〜目 mm て 


図 


2日日 mm 


図 


■ —度に2枚な上セツトでまない原稿 

争長さ 297 nnnn を超える原稿 
•厚さ日. 12mm (9 日 kg 用紙……四六判 
(788 X 1091 mm) の用紙]日日日枚の重 
量）を超える原稿 
争厚さや大ささの異なる原稿 

■ そのままではセツトでまない原稿 

次のような原稿は複写機でコピーをとってから 
セツトしてください。 

•サイズび規定よりルさすざるちの 
(例：写真など） 

•フイルム状のちの 
•紙の厚さび薄すざるちの 
•しわ、破れ、折り目やソ U のあるもの 
•裏カーボン紙、感熱紙など 
• コーテイングされているちの 


をお知 S せ 


•ク U ップやホッチキスの針は、必ず取り外してください。故障の原因になります。 

•糊や修正液、ボールペンのインクなどは、よく乾かしてください。原稿送り□ーラーや読み取り部 
(ガラス）の巧れの原因になります。（巧れたときは吸] 2己〜126ぺージ） 

•原稿は無理に引さ出さないでください。無理に引っ張ると読み取り面やインク U ボンに傷びつさます。 
「原稿びつまったときは」を参照して取り出してください。（原127ぺージ） 




n ピ—/ファクス 


n ピ—ファクス 


が叫か3巧 
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コピー/ファクスをずる前に 


■ 原稿びお世されないとまは（原127ぺージ） 





一番下にある 
原稿を残して、 
その他の原稿を 
取0除< 




r ^ I 


•原稿び]枚だけのとさは、手 )I 
て手順2へ進みます。 


◎ 

頃]をとばし 


〇 〇 〇 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 


2百を巧して、 

@で|"ゲンコウ 
八イシュツ J を選 
び、戀を巧す 

d 原稿が自動的に 
排出をれる 



コピーや送信する面をウラ向さにして、原稿挿入□に入れてください。（一度に]日枚まで） 


1原稿ガイドを 
原稿の幅に 
合わせる 



2原稿はクラ 

1 1 1 1 


向をに！ 

コピーや 送信 厂 


_ 

する面を下に 

||-1| 000 

してセットする 

fH ) 999 

卜風こ10枚 
まで） 

•原稿び自動的に少し引さ込み始めたら、手 

を離してください。 




11枚な上の原稿びおるとを 

] 日枚の原稿をセットしたあと、コピーやファク 
ス中に原稿び送り出されて減った枚数分を、セッ 
卜されている原稿の一番上に追加してください。 


し 


原稿を取り出ず（原稿排出） 


記録紙をセツトしているときは記録紙を取り出してから操作します。 


□ □□□ 
DCn 


ゲン]り八イシユツ中 


獲 


原稿を七ツトずる 


一000 
一000 
一000 

◎m 



111 U で/斗 Ax が smin 


n ピ—/ファクス 
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コピー/ファクスをずる前に 





原稿をセツトした状態で操作します。 


1 □ を}甲すた 


びに切0替わる 

7ツウシ、、 


■ 選べる画質-濃度について 



r フツウジ」 



「チイヴナジ」 




r フツウジ：コク」 



「チイヴナジ：コク」 



•文字び大きくはっさり見えるとさに 
選びます。 


•文字び小さな字のとさに選びます。 
(「フツウジ」の2倍の密度で読み取ります。) 
画像びルさ < なる（縮ルされる）こと 
はありません。 


花•はな 
華•八ナ 
花•はな 
華•八ナ 
花•はな 




r セイサイ」「セイサイ：コク」 



r シヤシン」「シヤシン：コク」 



一巡すると「コク」を表示 
し、濃度び変わります。 




•細い線を使った図面や、更に小さな 
字のとさに選びます。 

( 「フツウジ」の4倍の密度で読み取ります。） 
受信側に「セイサイ」びないとさは、 
自動的に「チイヴナジ」に切り替わります。 



隹濃淡のある原稿ラーの原稿）や、 
写真のとさに選びます。 


※原稿の文字などび薄いときは「コク」 
を選びます。 



巧^お知 S せ 

•「フツウジ」に比べると、「チイヴナジ」「セイサイ」「シヤシン」で送るとファクスの送信時間び長く 
かかります。 

•コピーをするとさは、「フツウジ」「セイサイ」を選んでも、「チイヴナジ」でコピーされます。また 
「フツウジコク」「セイサイコク」を選んでも、「チイヴナジコク」でコピーされます。 
•ファクスを送信する場合に画質/カナボタンを押さなかったとさは、自動的に「フツウジ」び選ばれます。 
•ファクスやコピー中に画質選択を切り替えると、次の原稿から画質び変わります。 

•「チイヴナジ」でカラーの原稿や写真をコピーすると、配色によって部分的に写らなかったり、黒く写 
ることびあります。 































































コピー ずる 


コピーの禁止について 


本商品で原稿をコピーする場合、コピーしたちのを所有するだけで法律で罰せられるちのびあります。 
ご注意ください。 

■ 法律で禁止されているちの 

•紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券をコピー（複製）する事は禁止されていま 
す。たとえ、見本の印び押してあってち、複製してはいけません。 

(通貨及証券模造取締法、紙幣類似記券取締法） 

•外国において流通する紙幣、貨幣、証券類のコピー（複製）もでさません。 

(外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽造変造及模造二関スル法律） 

•未使用の郵便切手、官製はびさなどは政府の許可を受けないでコピー（複製）することは禁じられてい 
ます。（郵便切手類模造等取締法） 

•政府発行の印紙および酒税法や物品税法などで規定されている証紙などちコピー（複製）でさません。 
(印紙等模造取締法） 

■ コピー（複製）ずる場合に注意を要するちの 

•民間発行の有価証券（株券、手形、ル切手など)、定期券、回数券などは、事業会社び業務用に最低必 
要部数をコピー（複製）する外は、政府の指導によって注意び呼びかけられています。 

•政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、身分証明書や通行券、食券などの切符類 
も勝手にコピーしないほうびよいと考えられています。 

■ 着作権に注意するちの 

• 著作権の目的となっている書籍、音楽、絵画、版画、地図、図面、映画、および写真などの著作物は、 
個人的にまたは家庭内、その他これに準ずる限られた範囲内で使用するためじ(外は、コピー（複製） 

を禁止されています。 


等倍で コピーずる 


-度に]日枚まで原稿をセットしてコピーすることびできます。 




原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ 
向をにセット 
する 


Q •谷 


2 


コピ-/印刷 

□ 


を巧ず 


北。-中 （ A 4) P . 


□ ^I 




000 •コピ-び始まります D 

999 ■ 記録紙がつまつたとをは（腐=128ぺージ） 


•コピーする面を下にしてセツトします。 
(一度に]日枚まで） 

•画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。画質/カナボタンを押さなかった 
とさは、自動的に「チイヴナジ」でコピー 
します。 

■ コピーの途中で画質を切り替えるとをは 

コピー中に®を押すと次のページから画質 
び切り替わります。（コピー途中の原稿の画質を 
変えることはでさません。） 

■ コピー終了時の音声を切り替えるとをは 
(岐15巨ぺージ） 

■ 拡大/縮か/複数枚コピーをずるとをは 
(原7目ぺージ） 

■ 原稿びつまつたとをは （ c ^ l 27 ぺージ） 


■ 途中でやめるとまは 

I 停止 I を押します。 

(コピー中の記録紙び出てさます。このあと原稿 
び自動的に出てさます。） 

巧^お知 S せ 

•等倍でコピーしてち、機械の状態や記録紙の状 
態により厳密な等倍サイズにはならないことび 
あります。 

•通話中にコピーを始めることはでさません。 
•コピー中に電話びかかってきたときは、親機の 
受話器を取ってお話しください。また、コピー 
中は親機のオンフックボタンを押しても、動作 
しません。 

• コピー中は、内線通話やテ機での通話はできません。 
• 停止ボタンを押すと選んだ画質び取り消されます。 


獲 


■■ M B ファクス utlD - 叫か 
n ピ—/ファクス 


75 




























公/ 17 句 


コピーずる 


ダイヤルボタン 




原稿ガイドを わせ 

原稿をウラ 
向をにセット 
する 


合 • C 


(n 999 

•コピーする面を下にしてセツトします。 
(一度に]日枚まで） 

隹画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。画質/カナボタンを押さなかった 
とさは、自動的に「チイヴナジ」でコピー 
します。 


2かがし、 

◎で「コピ - 
セツテイ J を選び、 
を巧ず 

でコピーの 

種類を選び、 

を巧ず 


<] ピ-セッテイ> 

1:カクダイ140% 


手順3のとさに- 


r カクダイ140%」を選んだとき 

14日％に拡大してコピーします。 

〇の位置を 
基準に拡大 
しよ9 〇 


原稿 

挿入ち向 


ホム入 U し」こ一 U す 

個-回 


r シュクシヨウ80%」を選んだとき 

8日％に縮小してコピーします。 

〇の位置を 


原稿 

挿入方向 


個-回 


基準に縮ル 
しよ9 〇 


「マルチコピー」を選んだとき 

複数枚のコピーをします。 

の 〜を}甲してホ女数を入力し、 

を押します。（最大己枚） 


B - ► L !0 


IB 


\ mm / 

•コピーび始まります。 

•コピー終了後、等倍に戻ります。 

■ 複数がコピーのとをにコピー枚数をまちがえた 
とまは 

み gs を押して、もう一度枚数を入力し直します。 

■ 等倍コピーをずるとをは （ c ^75 ぺージ） 

■ 原稿びつまつたとをは （ c ^ l 27 ぺージ） 

■ 記録紙がつまつたとをは128ぺージ） 


がお知 S せ 

• メモ U —受信したデータびあるとさは、拡大/ 
縮小/マルチコピーはでさません。 

•拡大/縮ル/マルチコピーでは、画像をいったん 
メモ U —に読み込みます。メモ IJ 一容量び少なく 
なってさたとさは（メモ IJ 一残量表示 C ^70 
ぺージ）通常の等倍コピーでコピーしてください。 

•コピー中に電話びかかってきたときは、親機の 
受話器を取ってお話しください。また、コピー 
中は親機のオンフックボタンを押しても動作し 
ません。 

•コピー中は、内線通話やテ機での通話はできま 
せん。 


拡大/縮か/複数巧（マルチ） 

登録 



コピーずる 

□ 


◎ 


拡大/縮ルコピーや同じ原稿の複数枚コピー（マル 
チコピー）などびでさます。 





0000 

0000 

0000 


n ピ—/ファクス 

-フアクス 


utlo — 叫か 
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原稿ガイドを わせ 

原稿をウラ 
向をにセット 
する 


Q • C 


□ 


〇 〇 〇 
の）999 


•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に]日枚まで） 

•画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。画質/カナボタンを押さなかった 
ときは、自動的に「フツウジ」で送信します。 


2受話器を巧る 


3 「ツー」という音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 


•まちびい電話や誤送信を防ぐために、 
「ツー」という音を確かめたあと、正しくダ 
イヤルしてください。 

•押したボタンの番号をスピーカーの音声で 
お知らせします。（読上げボイスダイヤル機 
旨封各ボタンの音声については、9日ページ 
の音声一覧をご覧 < ださい。 



4 相手のちび出たら 

ファクスを送る 
ことを伝えて 

@を巧す 

•相手のちび電話を受けたらお話しすること 
びでさます。 

•相手のちのファクシ S U び留守番電話のと 
さはその案内に従って操作します。 
•相手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。 

(おまかせ送信） 

※お使いの環境によってはおまかせ送信び 
でさないことびあります。このとさは 
「ピー」といラ音び聞こえたら決定 / FAX 
スタートボタンを押して < ださい。 
•送信中、途中でやめるとさは停止ボタンを押 
します。（原稿びつまった状態になります。） 
つまった原稿は、 ] 27ページの手順で取り 
除いて < ださい。 


b 受話器を戻す 



•受話器を戻してち回線は切れません。 

•ファクス送信び終わると終了音び聞こえま 
す。 

■ 読上げボイスダイヤルの音声について 
岐90ぺージ） 

■ 巧手の方とお話ししないでファクスを送りたい 
とまは （ c ^79 ぺージ） 


ファクスを送る 


親機で電話をかけて、相手の方とお話ししてから 
フアクスを送るときの操作です。 

原稿は一度に]日枚までセツトできます。 



ダイヤルボタン 

咬 X スタ少 




巧機でお話ししてか5 
ファクスを送る 


ファクス 


n ピ—_ 

n ピ—/ファクス 


J ミ备がが 


0000 

008 

0000 
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ファクスを送る 


■ 送信前に透中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 11枚な上の原稿びあるとをは （ c ^73 ぺージ） 

■ r 通信エラーがあ0ました。 J と聞こえた6 
(原140ぺージ） 

■セツトした原稿を取り出すとまは 
(原73ぺージ） 

■ 子機の操作でファクスを送るとまは 
(原81ぺージ） 

■ 原稿びつまつたとをは （ c ^ l 27 ぺージ） 

■ おかへファクスを送る 

海外へファクスを送る場合、ファクス番号を iU 下 
のようにダイヤルします。 

(例）アメ U 力 （ 1 -2 ] 2- 1 23-4567) へ送る場合 


■ ファクスを送信したとまの終了音を切り替える 
とまは 

「終了音を設定する」己6ページ）の操作で 
切り替えます。 

(お買いあげ時は「オンセイ」になっています。） 

■ おまかせ送信とは 

相手の方び受信操作をすると「ピー」という音 
(ファクス受信音）び聞こえ、「ファクスを送信し 
ます。授話器を戻してください。】」とメッセー 
ジび流れて自動的にファクス送信します。 

《【】内のメッセージは受話器を取っていると 
さのみ流れます。 

■ 読上げボイスダイヤル機能の音量を変えるとまは 

「親機のスピーカー音量を変える」 

( c ^32 ページ）の操作をしてください。 

■ 読上げボイスダイヤル機能を設定/解除ずると 
をは （ c ^90 ぺージ） 


KXXX 01012121234567 


■ ファクス番号 
■ 市外局番 

•国番号（アメ U 力の場合） 
■010 

■ 電話会社の識別番号 
(「マイライン」 

「マイラインプラス」を 
契約されているとさは、 
必要ありません。） 


をお知 S せ 


•海外へファクスを送るとさは、国や地域によって 
回線状態びよくないところびあり、正常に受信さ 
れない場合びあります。 

•国際通話や通信につさましては、電話会社によっ 
て可能な国や地域などび異なりますので、詳しく 
は各電話会社までお問い合わせください。 


n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクス 


J ミ备がが 
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ファクスを送る 




原稿ガイドを わせ 

原稿をウラ 
向をにセット 
ずる 



11 11 


3 「ツー」という音び 





聞こえたら 

0312345678 

rn 

♦ 

こ 

ダイヤルする 



I I 


〇 〇 〇 
rR) 000 


•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に]日枚まで） 

争画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。画質/カナボタンを押さなかった 
ときは、自動的に「フツウジ」で送信します。 


2 をフック Iを巧ず 


■ 送信前に達中でやめるとまは 

を押します。 

■ 原稿びつまつたとをは （ c ^ l 27 ぺージ） 

■ 5ま<送信でをないとまは 

相手の方とお話して、受信操作をしてわらってか 
ら （ ilr ) を押します。 （ C ^77 ぺージ） 


•まちがい電話や誤送信を防ぐために、 
「ツー」という音を確かめたあと、正しくダ 
イヤルしてください。 

•押したボタンの番号をスピーカーの音声でお 
知らせします。（読上げボイスダイヤル機能） 

4 電話びつなびったら 

を巧す 

•送信び始まります。 

•送信中、途中でやめるとさは停止ボタンを押 
します。（原稿びつまった状態になります。） 
•ファクス送信び終わると終了音び聞こえ、 
自動的に回線び切れます。 

■ 読上げボイスダイヤルの音声について 
( 岐90ぺージ） 


巧^お知 S せ 

•相手のちびファクス受信に切り替えなかったと 
きなど「オウトウガア U マセン」と表示され 
てファクスび送られないことびあります。こんな 
ときは、 r 親機でお話ししてからファクスを送る」 
( d ^77 ページ）のち法で送信してください。 

• ファクス送信中にディスプレイに表示される番 
号は相手のちのファクシミ U に登録されている 
番号（発信元番号）ですので、実際にダイヤル 
した番号と異なる場合びあります。（必要に応じ 
て相手のちに確認してください。） 

•相手のちび自動受信（音声応答なしの場合）に 
設定されていると、こちら側には「ピー」とい 
う音び聞こえます。 

• 読上げボイスダイヤル機能の発声中に次のダイ 
ヤルボタンを押すと、発声中の声をやめ、次に押 
された番号を発声します。このため、早くボタン 
を押すと音声び途切れます。音声を確認してから 
次のボタンを押すことをおすすめします。 


オン7ックダイヤルトト'' 

づ 


獲 


親機でお話ししないでフアクスを送る 


相手の方にダイヤルし、お話ししないでフアクスを送ることびでさます。 


■娜か 1の 


n ピ— __ 

n ピ—/ファクス 


J ミ7.ががが 


フアクス 
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電話帳にファクス番号を登録しておくと、電話帳から相手の方を選んでファクスを送ることびでさます。 
親機とテ機の電話帳にはそれぞれ1日0人分の番号を登録できます。日1〜己2、日7ページ） 

相手の方びお話し中など、もう一度電話をかけ直してファクスを送るとさは、再ダイヤルボタンを使って 
簡単にファクスを送ることびできます。 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ 
向をにセット 
する 


Q •谷 


〇 〇 〇 


>送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に]日枚まで） 

>画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。画質/カナボタンを押さなかった 
ときは、自動的に「フツウジ」で送信します。 


電話帳でファクスを送るとき 


2 (^ Si を}甲し、 
( g ) で巧手の 
方を選び、 


イケタ'' 扑シ 
0312345678 


再ダイヤルでファクスを送るとき 


日612345678 


参フック 1を巧す 

•ディスプレイで相手の方を確かめます。 
•オンフックボタンの代わりに受話器を取つ 
てわ発信します。 


2网を巧し、 

を J 甲す 

•ディスプレイで相手のちの名前（番号）を 
確認します。 

•オンフックボタンの代わりに受話器を取つ 
ても発信します。 

■ 途中でやめるとまは 

网 を押します。 

■ r 通信エラーびあ D ました J と聞こえた6 
(吸140ぺージ） 


〇電話びつなびったら 

@を町 

•相手のちび受信操作をすると、自動的に送 
信を始めます。 

•受話器を取ってダイヤルしたとさは、相手 
のちにファクスを送ることを伝えてから、 
決定/ FAX スタートボタンを押して、受話 
器を戻します。 

•ファクス送信び終わると終了音び聞こえま 
す。 

■ 親機の再ダイヤルの記憶を消去するとをは 
(岐43ぺージ） 

■原稿びつまつたとをは （ c ^ l 27 ぺージ） 

■ 電話帳に登録した名前の頭文字か6巧索して 
ファクスを送るとまは 

名前の頭文字を入力して、相手のちを電話帳から 
選ぶことちでさます。 

の(な蟲対甲す 

②名前の頭文字を含む行のダイヤルボタンを押す 
例：「イケタ'」を検索する^( XX を押す 
《ア〜ワの各行ごとにしか検索できません。 
選んだ文字から近い名前の相手の方を表示 
し On 9 〇 

@@で相手のちを選ぶ 
④ンフジク I を押す 

⑥電話びつなびったら轉)を押す 


をお知 S せ 


•ファクス送信中にディスプレイに表示される番 
号は相手の方のファクシミ U に登録されている 
番号（発信元番号）ですので、実際にダイヤル 
した番号と異なる場合びあります。（必要に応じ 
て相手のちに確認してください。） 

•電話帳や再ダイヤルから自動的にファクスを送 
るときは、読上げボイスダイヤル機能は働きま 
せん。 


電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 


巧機の電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 


n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクス 


«|即飄づ逊入が S か 
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モ機の操作でフアクスを送る 


機の操作（ダイヤル/電話帳/再ダイヤル）でフアクスを送る 

親機にセツトした原稿を、テ機でダイヤルしてファクスを送ることびできます。 


I 親機 


原稿ガイドを合わせ 

原稿を：7フ向をにセツトする 

•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に]日枚まで） 

•画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。画質/カナボタンを押さなかった 
ときは、自動的に「フツウジ」で送信しま 
す。 


ダイヤルしてファクスを送るとき 


I 子機 


2 # 

^を巧して、 

巧手の方のま号をダイヤルする 


電話帳でファクスを送るとき 


>子機 


を <§ • 

( J ) で巧手の方を選んだあと、 
萬を押ず 


再ダイヤルでファクスを送るとき 



2(# 子機 

曰@を巧したあと、©で 
巧手の方を選び、^を巧す 

3(#子機 

相手のちび出たらファクスを送ることを伝えて 

( g ) を巧す 

•機能ボタンを押すと親機びファクスを送り 
始めます。 

•相手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいとさは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押します。 

•相手のちび受信操作をすると自動的にファク 
ス送信に切り替わります。（おまかせ送信） 

《回線の状態でおまかせ送信び働かないことびあ 
ります。そのとさは「ピー」といラ音び聞こえ 
たら、機能ボタンを押してください。 


■ 途中でやめるとまは 

手順3を行うまでの間に、^を押します。 

■ 原稿がつまつたとをは （ c ^ l 27 ぺージ） 

■ 子機の再ダイヤルの記憶を消去ずるとをは 
(岐44ぺージ） 

■ おまかせ送信とは （ c ^78 ぺージ） 

■ 電話帳に登録した名前の頭文字か5巧索して 
ファクスを送るとまは 

名前の頭文字を入力して、相手のちを電話帳か 
ら選ぶことちでさます。 

① 親機で原稿ガイドを合わせ、原稿をウラ向き 
にセツトする 

② ( c 巧 口 を押す 

③ 相手の方の頭文字をダイヤルボタンで入力 
する 

例：「イケダ」を検索する^(3を2回押す 

④ 切 を押す 

《入力した文字で始まる相手の方を表示し 
ます。入力した文字で始まる名前び登録さ 
れていないときは、最も近いなの頭文字で 
始まる名前を表示します。 

⑥ で相手の方を選ぶ 

⑥ を対甲す 

⑦ 相手の方び出たら、ファクスを送ることを伝 
えて@を押す 

⑧ 充電器に戻す 

赁^お知 S せ 

• 親機や他のテ機でかけた電話番号をテ機で再 
ダイヤルすることはでさません。 

•テ機で再ダイヤルできるのは、24ケタまでで 
す。 


獲 


ファクス 


n ピ—_ 

n ピ—/ファクス 


中讓 Q } 綱なが S か 
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ファクスの受けかた 

ファクスの受けかたは、「在宅モード」と「留守モード」の2つの種類びあります。 

I 巧ちモード（家にいるとき） 


■ 在宅モード時の操作 （ c ^84 ぺージ） 

•お買いあげ時、呼出音の回数は「ムセイゲン」になっています。 



電話に出ないで、ファクスを受けることもでさます。 

呼出音び一定の回数 （1 〜2己回）鳴ったあと、ファクス受信に切り替えます。 
帕86〜87ぺージ） 


相手のちび「ポー•ポー..」という音を出さずに送信するファクスをご使用の場合や、相手のちびス 
タートボタンを押さなかったときは、自動的に受信でさません。 

決定/ FAX スタートボタンを押して受信してください。 


また、ファクスを受信することび多い場合、じ(下の受信モードで使用されると便利です。 

FAX 優先……電話かファクス送信かを判断し、自動的に電話/ファクス受信に切り替えます。 

(陽]己8ぺージ） 

FAX 専用……ファクス受信のみ行います。正常にファクス受信でさない場合のみ呼出音を鳴らしてお知 
らせします。（陽]日8ページ） 


巧^お知 S せ 

•呼出音の回数を]回に設定すると、すぐに応答 
メッセージび流れてファクス受信になります。 
また、応答メッセージを流さないように設定す 
ることはできません。（応答メッセージび流れて 
しぶ間に受話器を取ると話すことびできます。） 
•お買いあげ時、呼出音の回数は「無制限」になつ 
ていますので、ご不在のとさは自動で FAX を受 
信することはでさません。 

ご不在のときは「留守モード」にしておくこと 
をお勧めします。 


n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクス 
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ファクスの受けかた 


留守モード （留守にするとき） 


留守モード時の動作目5〜66ぺージ） 



設定した回数の 

呼出音び鳴る I 応答 メッ セージび流れる 


る ■ 


(呼出音の回数 
: 4回） 

※呼出音の回数は 
変更でさます。 

脚66ぺージ） 
※お買いあげ時、呼出音 
の回数は「4回」に 
なつています。 


「ただ今、留守にしており 
ます。ピーと鳴りましたら 
お名前とご用件を…」 


(相手びファクスのとき） 

相手びスタートボタンを押 
すと自動的に受信します。 




相手び電話のとき ) 

通常の留守番電話の動作 
になります。 



送！5れてきた原稿は、プリントずるとき、全体を約93%に縮小しまず。 

ファクスを受信するとさに、受信曰付や相手の方のファクスに登録されている電話番号をプ U ント 
するため、全体を約93%に縮小します。縮小しないでプ U ントしたいときは、 受信縮ル 率の設定 
(吸]日4ぺージ）を「トウバイ」にします。 

※ただし、「トウバイ」に設定をされても相手の方の機械や回線、こちら側の機械や記録紙の状態に 
よって、正確に]巧]にならない場合びあります。 


ファクス 


n ピ—_ 

n ピ—/ファクス 


斗 AXQ 細 I 這巧 
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3 受話器を戻ず 


2 


ファクスに切り替え 
ることを相手のちに 
伝又て 

を巧す 

•受信び始まります。 

•受話器を取るだけで自動的にファクスに切 
り替わることもあります。（おまかせ受信） 

■ おまかせ受信にごいて 

電話を受けたとさ「ポー•ポー…」という音び聞 
こえると、「ファクスを受信します。【受話器を戻 
して < ださい。】」とメッセージび流れて自動的に 
ファクスを受けます。 

(「おまかせ受信」を解除するには岐1己3ぺージ) 

※こちらから電話をかけたときは、おまかせ受 
信び働さません。 

※回線の状態でおまかせ受信び働かないことび 
あります。そのとさは「ポー-ポー-ポー…」 
という音び聞こえたら^)(テ機使用中のと 
さは解 ) を押してください。 

※【】内のメッセージは受話器を取っている 
とさのみ流れます。 



•ファクス受信び終わると終了音び聞こえま 
す。 

■ 呼出音び一定の回数 （1 〜25回）鳴ったあと、 
ファクス受信に切り替えるとをは 
(吸8目〜87ぺージ） 

在宅モード時のコール回数を設定すると、設定し 

たコール回数び鳴り「ポー•ポ 」という音を 

検出すると、ファクス受信に切り替わります。在 
宅モードでファクス受信されることび多いとさ 
や、電話に出ないでファクスを受けたい場合は、 
「ヴイタクジコールスウ」を6回じ I 下に設定し 
て < ださい。 

7回！; I 上に設定されると相手の方び自動送信を 
されたときなどは、ファクスに切り替わりませ 
ん。 

また、相手の方び手動送信のとさは、相手の方び 
送信の操作（スタートボタンを押す）をしたとさ 
だけファクス受信でさます。 


電話に出てか S ファクスをまける 



相手の方とお話ししたあと、ファクスに切り替えま 
す。 



原稿をセットしていない状態で操作します。 


n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクス 


«|邮巧圧 d さの^、が細 g か 
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電話に出てか 5 フアクスを受ける 


呼出音び鳴ったら、 

巧電器か6取る 



•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を 「 OFF 」 にしているときは通話 
ボタンを押します。 

•通話ボタンび点灯します。 


^相手の方にファクス 

同 ■ 

に切り替えることを 


伝えて 

( g ) を巧して、 [ 

巧電器に戻す 

1 

•親機に原稿びセツトされているときに機能 

ボタンを押すと送信になります。 


■ おまかせ受信にごいて 

電話を受けたとさ「ポー•ポー…」という音び聞 
こえると「ファクスを受信します。」とメッセー 
ジび流れて自動的にファクスを受けます。 
(「おまかせ受信」を解除するには岐1己3ぺージ） 

※こちらから電話をかけたときは、おまかせ受信 
び働さません。 

※回線の状態でおまかせ受信び働かないことび 
あります。そのとさは「ポー-ポー-ポー…」 
という音び聞こえたらを押してくださ 
し、 


をお知 S せ 

•キャッチホンをご利用のとさは、ファクス通信 
中に回線からの信号で通信びでさなかったり、 
画像に線び入ったりすることがあります。 

•コピー中はファクスを受けることはでさませ 
ん。電話びかかってさたときは、親機の受話器 
を取ってお話しください。 

•相手のちびファクスを手動送信で送ってさたと 
さ、電話を受けてち無音の場合びありますので、 
呼びかけて応答びないことを再度確認してか 
ら、親機の決定/ FAX スタートボタンまたは、 
テ機の機能ボタンを押してください。 




親機に原稿をセットしていない状態で操作します。 


ファクス 


n ピ—_ 

n ピ—/ファクス 


Bigin 圧の ^ が細 g か 


獲 
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電話に出ないで自動的にファクスを受ける 


巧機で自動的にファクスを受ける 


呼出音の回数を設定（原87ページ）すると、 
に切り替えることびできます。 


-定の回数の呼出音び鳴ったあと、自動的にファクス受信 


ネ時側 


電話をかけている 

(電話をかけたあと、ファクスを送^ 

1 

5ラとしている） 
!)) 

細 


こち6側^ 


(呼出音の回数を目回に設定しているとき） 


プルル (1 回目 ）V 
プルル （6 回目 ）V 


プルル (1 回目） V 
プルル （6 回目 ）V 



をお知 S せ 

•呼出音の回数を7回じ I 上に設定すると、相手のちび自動送信や、ダイヤルしたあと、すぐにスタート 
ボタンを押されたとさはファクスに切り替わらないことびあります。在宅モードでファクス受信され 
ることび多いとさや、電話に出ないでファクスを受けたいとさは、「自動的にファクスを受けるとさの 
呼出音の回数を変える」の操作で、呼出音の回数を6回！;(下に設定してください。 （ C ^87 ページ） 

• 留守モードでお使いのときは動作び異なります。 （ b ^6 日〜6目ページ） 

•相手の方び「ポー•ポー…」という音を出さずに送信するファクスをご使用の場合や、相手の方びス 
タートボタンを押さなかったとさは、自動的に受信でさません。このようなとさは受話器を取ってか 
ら、決定/ FAX スタートボタンを押して受信してください。 

•電話に出ないでファクスを受ける機能として 「 FAX 優先で受信する」 「 FAX のみ受信する」などの設 
定びあります。己8ぺージ） 




6回鳴っても電話に出ないと 
ファクスから自動的に 

固定応答メッセージが 
流れる 


「ただ今近くに 



応答メッセージが流れている間に受話器を取 
ると通話できます。 


「ポー•ポ 」という音を検出すると 




呼出音び鳴っている間に受話器を取ると通話 
でさます。 

通話したあと、ファクスを受信するには、 
辆 を押してか5受話器を戻してください。 


n ピ—/ファクス 
n ピ— 


«|邮巧圧巧皿■苦這が細 g か 


フアクス 
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1□を巧し、 

くトウ□ク> 

◎で 

2: オトカンレンセツテイ 

r オトカンレン 


セツテイ J を選ぶ 


d (^){ m ) を巧し、 

くオトカンレンセツテイ> 

で r オヤキ 

2: オヤキ 3 ヒ''ダシオン 

ヨビダシオン J を 


選ぶ 


d (^ m ) を巧し、 

く才恃 3 ヒ''ダシオン> 

で r ザイタク 

2: ザイタクシ'' ]- ルスウ 

ジ コール スウ J 


を選ぶ 



4 @ を 巧し 、 I く ザ、 イタ クシ、、 トルスウ> 
成スゥ 1:カイスウ浦 


センタク J を選ぶ 

• 「ムセイゲンヨビダシ」の設定にすると 
さは、@で「ムセイゲンヨビダシ」を 
選んで、決定/ FAX スタートボタンを押し 
ふ^ 〇 

■ r ムセイゲン3ビダシ J になつているとまは 

呼出音び鳴り続けて、応答しません。 

(お買いあげ時は「ムセイゲンヨビダシ」になつ 
ています。） 

■ インクリボンや受信メモリーびな<なつて受信 
でまないとまは 

呼出音び鳴り続けて、応答しません。 

■ 呼出音の種類を変えるとまは 
(吸30ぺージ） 


b も 巧- jJ を巧す 

<カイスりセンタク> 


日 1-25 ヲニ ユウリヨク 

b 時出音の回数を 

<カイスりセンタク> 

入力ずる 

ザイタクシ'、 ]- ル =日6カイ 

(01 〜 25 回） 


(例） 06 回 （0)。® 

ノ も (9-^ を巧ず 



日6カイ ニ シの夕 

8 戶止1 を巧ず 


電話に出ないで自動的にファクスをまける 


獲 


I 自動的にファクスを受けるとまの呼出音の回数を巧える 

受話器を置いたまま操作します。 


n ピ— __ 

n ピ—/ファクス 


Bigin 圧巧 Lv ^' 皿 が細 g か 


フアクス 
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メモリーま信したフアクスをプリントずる 


メモリー受信した内容をプ U ントするとさの操作で 
す。 

メモ U —に受信したデータび保をされているとさ 
は、下のようにディスプレイ表示されます。 


8月27日9:日日 AM 
ゾ がテ、、 -タカ、、アリ7ス 

—メモリー受信とは- 


送られてさたファクスを記録紙にプ U ントせず 
に、いったん親機のメモ U —に記録することです。 




メ刊 -7 イスウ R イ 
キ□クシヲセットシテ〔ケッテイ) 


■ 達中でやめるとまは 

' を押します。 


停止 


^記録紙やインク U ボンをセツトして 

を巧す 

•すべての受信データのプ U ントを開始しま 
す。プ U ントび終わると受信データび消え 
よ9 〇 


■ プ y ント中にインク y ボンびな<なつたとまは 

受信した内容はメモ U —に残っていますので、プ 
U ント中の記録紙を取り出してから、インク U ボ 
ンを交換（吸] 29〜 13] ぺージ）してください。 

■ メモリー受信枚数-受信件数について 

A 4 サイズの当社標準原稿（英字で文字数び70日 
字程度の原稿）を「フツウジ」で約22枚までメ 
モ U —受信でさます。原稿の内容によって、受信 
でさる枚数は変わります。（最大でち約60枚また 
は30件までです。） 

受信メモ U —と録音用のメモ U —は同じメモ 
U —を使用しています。録音などび残っている 
と、メモ U —受信でさない場合びあります。 

■ メモ y — がいつぱいになつたとまは 

受信の途中でメモ U —びいっぱいになると、受信 
び止まり通信エラーになります（「メモ U —才一 
バー」と表示されます）。メモ U —受信した内容 
をプリントしたり、不要な録音メッセージを消去 
して < ださい。 


巧お知 S せ 

•プ U ント中は、テ機で電話をかけたり受けたり 
することはでさません。 

•受信プ U ント（岐1己4ぺージ）の設定を「シュ 
ドウ」にしていると、ファクスを受信するたび 
に、受信内容はメモ U — に保をされます。この 
とさち上記の操作でプ U ントしてください。 
•「メモ U —受信」の設定（原92ページ）を「シ 
ナイ」にすると、 

•受信したファクス内容によっては、記録紙の途 
中で分断されてプ U ントすることびあります。 

-通信速度びメモ U —受信のとさよりち遅<な 
ることびあります。 


n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクス 


乂ホ U — 細 a 广が^叫か 
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